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１．特別講演について

（１）特別講演は全体としていかがでしたでしょうか。

とても満足 82 77%

やや満足 24 22%

普通 1 1%

やや不満 0 0%

不満 0 0%

（２）理由（印象に残った内容など）

「ゲノム医療施策に関する基本的な計画」の紹介が分かった点

ゲノム情報の解釈の一層のスキルアップを強調された点ｎ

・国のゲノム医療施策・方針について知ることができたこと。生命保険とゲノム医療の関連について理解を深めるこ

とができたこと。

・MGPTの全体像を把握できたこと。

12回にわたり開催されたゲノム医療推進法に関する会議での、各ステークホルダーの役割などが詳細に提示され、

法案自体への理解を深めることが出来ました。また、ＱＶＪの存在を初めて知り、実施中の 20施設での結果に期待

したいと思いました。

MGPTについてわかりやすかったです。医療費控除の対象になるかのうせいがあるというのは知らなかったので知れ

てよかったです。

WS1にかかわらせていただきましたが WS５との総合的な学びと、提言がまとまって良かったと思います

WS5 移行期医療に関して：現状と問題点がよく理解できました。実際難しく苦労していた部分がよく理解でき、今

後の診療に大変役立つ内容でした。

アーカイブを希望します

いろいろな広範な遺伝医療の中で、血液 MGPTなどは、今後ますます重要になる内容かと思います。

がんゲノム推進法の話をお聞きできてよかったです。

特別講演

とても満足 やや満足 普通 やや不満 不満

「とても満足」「やや満足」99％
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いろいろな広範な遺伝医療の中で、血液 MGPT などは、今後ますます重要になる内容かと思います。
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ゲノム医療の閣議決定について

ゲノム医療の今後お動向が知れたこと

特に民間保険の QA が気になりました

MGPT ガイドラインで匿名化について現行の方法で良いのか参考になりました

ゲノム医療の実装と政治的・社会的現状、課題について

ゲノム医療の新しい情報を提示したいただいた。

ゲノム医療の専門的人材とポジションの確保が基本計画に明文化されたことは喜ばしいことと感じました。

ゲノム医療施策について新しい情報が得られたから

ゲノム医療実装における連絡会議の役割と MGPT 手引き 2025 年版の改訂ポイントが示され、遺伝性腫瘍症候群診療で

は多職種連携による包括的な患者支援体制の構築が不可欠であり、標準化されたガイドラインに基づく実践的な運用

が今後の課題であることが印象に残りました。

ゲノム医療推進法の施行により、ゲノム医療に関する具体的な施策にむけて動き出したこと。

ゲノム推進基本法についてｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄでき、有意義でした。

腫瘍についてもパネル検査など知識の確認がきました。

ありがとうございました。

それぞれ「今」考えて行動すべき課題を提示していただけたように思います。ありがとうございました。

ポストを設けてほしいと思い続けておりますが、行政および全国遺伝子医療部門連絡会議として、そのような方向に

動いていることが資料で拝見できて、組織に交渉しやすくなると拝見しました。

遺伝医療における現状と課題を明確に説明、また問題解決に向けた本会での具体的な方向性を示して頂く内容と思い

ました

遺伝医療の重要性を再認識した

遺伝子医療の省庁における立ち位置や目指している方向性がわかりやすかった。またがんゲノムの現状、特に MGPT

の取扱についてスタンダードな使い方を理解できた。

遺伝性腫瘍についてわかりやすく教えていただいた。遺伝検査について十分理解できていないところもあったがわか

ってきた。

遺伝性腫瘍症候群という病名が標準病名マスターに登録されたということを知り、MGPTが保険収載される第一歩に

なったということが印象に残りました。

遺伝性腫瘍症候群の診断名登録について

基本から最新の情報までまとめていただき、とても助かります。もし可能であれば資料を共有いただき、院内への周

知等に使わせていただけるととても助かります。

基本計画が閣議決定されたことがわかりました。

現在の遺伝医療における動きを知ることができた

遺伝性腫瘍という保険病名ができることを知った

現在の日本の保険診療におけるゲノム医療の立ち位置と、今後の展望および課題

MGPT の手引き作成の背景および、倫理に対する平沢先生のお言葉「議論が遅れたことで救えた命を救えなかった」

現状の問題点や最新の取り組みを講演いただいた。
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現状や課題について理解を深めることができました。 

国のゲノム医療に対する正式な評価について進捗を拝聴できたこと（正直、国の対応として遅いと感じますが） 

MGPTについての具体的な取り組み、検査概要について教育講演をきけたこと 

国の動きなど、webに公開されている公式の文書だけでは、意図するところがよくわからないので、そういった情報

をわかりやすくタイムリーに教えてもらえてとても良かったです。 

今後の展望課題などがわかりやすく解説されていた 

今後もっと MGPTが広く活用されていく未来が想像できました。病的バリアントをもつ血縁者にとっても安心して検

診を受けられるようになっていってほしいと願います。 

最新の状況についてまとめていただいた 

最新の政策話題の紹介 

最新の内容、今後の方針を聞くことができて有益でした。 

最新の内容について教えていただけたことが良かったです。 

自施設で遺伝性腫瘍患者さんへの外来をおこなっており、現状について整理ができました。 

小崎先生のゲノム医療関連法案のお話、情報がとても今後の役にたちそうで助かりました。 

小崎先生や平沢先生のお話は明快でとても分かりやすかったです。オンデマンドで、ホームページに置いて頂けると

嬉しいです。 

小崎理事長からの、11月 21日に掲載されたゲノム医療施策に関する基本的な計画の説明が適時の話題でよかった。

私たちが何をすべきか・目指すべきか、が明確になった 

正直知らないことがありました 

専門領域でないため、知識の整理になりました。 

前半のみの参加でしたが、小崎先生のタイムリーなご講演は大変参考になりました。 

多分野の情報がアップデートできて大変勉強になりました 

恥ずかしながら知らなかったことも多かったのでとても勉強になりました。 

東京都のがん診療連携拠点病院には認定されましたが、独立した遺伝診療科部門をもたないという状況です。一方で

維持要件としてゲノム医療への連携が必須とされており、具体的にどのような対応をとればよいか率直に困っている

ところでした。今後に向けて大変勉強になりました。ありがとうございます。今後ともご指導ご鞭撻のほど何卒よろ

しくお願いいたします。 

日本における遺伝医療の現状とその位置づけについて理解を深めることができ、大変有意義でした。 

遺伝性腫瘍症候群に関する多遺伝子パネル検査の手引きについてのご講演内容も大変参考になり、早速スタッフと共

有いたしました。今後の臨床に活かしていきたいと感じました。 

如何にして難病領域で保険診療を獲得していったかの実践的な内容が良かった。 

背景も含めて理解をすることができた。 

普段は意識できていないような、国全体からみたゲノム医療の立ち位置や、今後よりよいゲノム医療の体制をつくる

上で必要なことを学ぶことができたからです。 

幅広い情報提供を受け、知識の整理となった 
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如何にして難病領域で保険診療を獲得していったかの実践的な内容が良かった。 
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保険適応となる遺伝性腫瘍と健康保険法によるべき遺伝性腫瘍の人の差がよくわからなかった 

包括的内容でとても分かりやすかった 

法務省による遺伝性疾患患者または保因者に対する諸政策は圧巻でした。日本では法整備が遅れているという流れに

なっており、内心、忸怩たるものがありましたが、これでクライエントの方々のに良い説明ができると思います。 

未発症血縁者の遺伝学的検査が保険適応にならないや専門医の仕組み、法律内で”ゲノム”が含まれる意義など、わ

かりやすかったです。 

理事長講演、教育講演ともにタイムリーなお話をいただいたと思います。 

臨床遺伝のあり方を知ることができました 

 

（３）次回以降で希望する講演会の内容 

オンライン遺伝診療の実際について 

ゲノム医療が健診部門にどれだけ入っているのか興味があります 

ゲノム医療における AIの活用など 

これまで難病ゲノムを中心に関わってきた臨床遺伝専門医ががんゲノム医療で果たす役割と必要性について。 

遺伝性疾患のある方の支援 

遺伝性腫瘍における PGT-Mについて 

引き続き PGT-Mについて、移行期医療について 

継続的に血液 MGPTなどは取り上げていただきますようお願いします。 

血液腫瘍パネル検査導入後の現状と課題 

時間がもう少しあれば、より丁寧な解説が得られたのでは。 

ゲノム指針の推移について明解な解説。多施設共同研究などの未来予想図と明解な説明。 

小児領域について希望 

組織に働きかけるのに役に立つ資料・講演を希望します。 

造血器腫瘍遺伝子パネル検査と二次的所見対応、血液腫瘍関連の遺伝性疾患についてお聞きしたいです 

同じテーマでもアップデートしていただければ有意義であると考えます。 

同様の傾向を望みます 

特にありません 

法律や制度について最新の情報が知りたい 

自分の専門以外については情報が遅れるので、この会議でオーバービューしてほしい 

 

２．ワークショップについて 

（１）回答者の種別（ＷＳ参加） 

WS1 20 
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WS2 6

WS3 24

WS4 16

WS5 16

（２）ワークショップは全体としていかがでしたでしょうか。

とても満足 40 50%

やや満足 33 41%

普通 7 9%

やや不満 0 0%

不満 0 0%

（３）ＷＳに参加しての感想（満足度の理由）

貴重な議論ができましたが、話し合うテーマが多く時間がもう少しある方が良いと思いました。

OPEN Question のため意見が出にくい印象でした

PGT -M に関する現在の課題を理解できました。プラットフォームに関しては、PGT -M を実施していない施設からの参加

者であるため、フォーカスする課題として何を考慮すべきかわからず申し訳ないと思いました

PGT-M というかなり”ナイーブな”話題について討論できる場があってよかった。一方、実施経験がないまたは遠慮する

気持ちから、突っ込んだ意見がでなかったような印象もあった。

PGT-M について理解が深まりました

PGT-M の現状と課題を知ることができた。まだまだ解決すべき問題が多いことがわかった。

回答者

WS1 WS2 WS3 WS4 WS5

WS参加 満足度

とても満足 やや満足 普通 やや不満 不満

「とても満足」「やや満足」91％

保険適応となる遺伝性腫瘍と健康保険法によるべき遺伝性腫瘍の人の差がよくわからなかった

包括的内容でとても分かりやすかった

法務省による遺伝性疾患患者または保因者に対する諸政策は圧巻でした。日本では法整備が遅れているという流れに

なっており、内心、忸怩たるものがありましたが、これでクライエントの方々のに良い説明ができると思います。

未発症血縁者の遺伝学的検査が保険適応にならないや専門医の仕組み、法律内で”ゲノム”が含まれる意義など、わ

かりやすかったです。

理事長講演、教育講演ともにタイムリーなお話をいただいたと思います。

臨床遺伝のあり方を知ることができました

（３）次回以降で希望する講演会の内容

オンライン遺伝診療の実際について

ゲノム医療が健診部門にどれだけ入っているのか興味があります

ゲノム医療における AI の活用など

これまで難病ゲノムを中心に関わってきた臨床遺伝専門医ががんゲノム医療で果たす役割と必要性について。

遺伝性疾患のある方の支援

遺伝性腫瘍における PGT-M について

引き続き PGT-M について、移行期医療について

継続的に血液 MGPT などは取り上げていただきますようお願いします。

血液腫瘍パネル検査導入後の現状と課題

時間がもう少しあれば、より丁寧な解説が得られたのでは。

ゲノム指針の推移について明解な解説。多施設共同研究などの未来予想図と明解な説明。

小児領域について希望

組織に働きかけるのに役に立つ資料・講演を希望します。

造血器腫瘍遺伝子パネル検査と二次的所見対応、血液腫瘍関連の遺伝性疾患についてお聞きしたいです

同じテーマでもアップデートしていただければ有意義であると考えます。

同様の傾向を望みます

特にありません

法律や制度について最新の情報が知りたい

自分の専門以外については情報が遅れるので、この会議でオーバービューしてほしい

２．ワークショップについて

（１）回答者の種別（ＷＳ参加）

WS1 20
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WS2 6

WS3 24

WS4 16

WS5 16

（２）ワークショップは全体としていかがでしたでしょうか。

とても満足 40 50%

やや満足 33 41%

普通 7 9%

やや不満 0 0%

不満 0 0%

（３）ＷＳに参加しての感想（満足度の理由）

貴重な議論ができましたが、話し合うテーマが多く時間がもう少しある方が良いと思いました。

OPEN Question のため意見が出にくい印象でした

PGT -M に関する現在の課題を理解できました。プラットフォームに関しては、PGT -M を実施していない施設からの参加

者であるため、フォーカスする課題として何を考慮すべきかわからず申し訳ないと思いました

PGT-M というかなり”ナイーブな”話題について討論できる場があってよかった。一方、実施経験がないまたは遠慮する

気持ちから、突っ込んだ意見がでなかったような印象もあった。

PGT-M について理解が深まりました

PGT-M の現状と課題を知ることができた。まだまだ解決すべき問題が多いことがわかった。

回答者

WS1 WS2 WS3 WS4 WS5

WS参加 満足度

とても満足 やや満足 普通 やや不満 不満

「とても満足」「やや満足」91％

保険適応となる遺伝性腫瘍と健康保険法によるべき遺伝性腫瘍の人の差がよくわからなかった

包括的内容でとても分かりやすかった

法務省による遺伝性疾患患者または保因者に対する諸政策は圧巻でした。日本では法整備が遅れているという流れに

なっており、内心、忸怩たるものがありましたが、これでクライエントの方々のに良い説明ができると思います。

未発症血縁者の遺伝学的検査が保険適応にならないや専門医の仕組み、法律内で”ゲノム”が含まれる意義など、わ

かりやすかったです。

理事長講演、教育講演ともにタイムリーなお話をいただいたと思います。

臨床遺伝のあり方を知ることができました

（３）次回以降で希望する講演会の内容

オンライン遺伝診療の実際について

ゲノム医療が健診部門にどれだけ入っているのか興味があります

ゲノム医療における AI の活用など

これまで難病ゲノムを中心に関わってきた臨床遺伝専門医ががんゲノム医療で果たす役割と必要性について。

遺伝性疾患のある方の支援

遺伝性腫瘍における PGT-M について

引き続き PGT-M について、移行期医療について

継続的に血液 MGPT などは取り上げていただきますようお願いします。

血液腫瘍パネル検査導入後の現状と課題

時間がもう少しあれば、より丁寧な解説が得られたのでは。

ゲノム指針の推移について明解な解説。多施設共同研究などの未来予想図と明解な説明。

小児領域について希望

組織に働きかけるのに役に立つ資料・講演を希望します。

造血器腫瘍遺伝子パネル検査と二次的所見対応、血液腫瘍関連の遺伝性疾患についてお聞きしたいです

同じテーマでもアップデートしていただければ有意義であると考えます。

同様の傾向を望みます

特にありません

法律や制度について最新の情報が知りたい

自分の専門以外については情報が遅れるので、この会議でオーバービューしてほしい

２．ワークショップについて

（１）回答者の種別（ＷＳ参加）

WS1 20
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PGT-M の問題点や課題についていろいろな意見をうかがえた。 

PGT-M を取りまく様々な課題について知ることができ、意見交換させていただけました。 

いろいろな課題が具体的に議論になり、今後 PGT-M に関わる医師として参考になりました。 

オンラインでビデオオフの状態では、なかなか話がしにくいと思いました。 

お疲れ様です。 

遺伝子診療部門会議での WS なので、遺伝診療の中での CGC の課題が議論されるといいのかと思います。恐らく、それを

考えてみえると思いますが、本会議の参加者にはわかりにくいような気がします。 

かなり踏み込んだ内容が議論できた 

グループワークの時間がやや短く、全員の意見をまとめる時間が足りなかったため 

これまで公的プラットフォームについて具体的なイメージができなかったが、現状もそうであることがわかった。 

日本産科婦人科学会の経済的負担を訴えることはわかりやすいメッセージであり、一つの学会に負担をかけるものではな

いということが伝わりやすいと感じた。また、一般市民の意見を収集することは重要である一方、SNS の影響が大きい時

代でもあり、感情論にもながれやすく、専門家の地盤を固めるという意見には賛成できると感じた。PGTーM 施設の施設

条件緩和についても訴えたかったが、同様の意見が聞けたのでよかった。 

サブグループの司会をしましたが、目的はまずまず達成したかと思います。 

さまざまな施設における問題点やそれに対する工夫について共有できたこと 

ミトコンドリア病の診断へ至る過程での問題、診療科横断的な連携、チームを組む上でのポイント、また、抱いていいた

疑問点への助言をいただくことが出来ました。ミトコンドリア病へ対応するチームが脆弱な場合の相談先が、現状では難

病情報センターＨＰに記載のある研究班の医師の方となりますが、ボランティアでの対応のため、子会社なとを設立し

て、報酬が得られる対策が提案されました。この点も検討が必要かと思いました。 

リーダーとして参加しましたが、皆さんとても積極的に参加、協力していただいて、たいへん勉強になりました。 

移行期についていろいろな立場の参加者のご意見を伺うことができ勉強になりました 

課題が多くて消化しきれなかったが、多くを学ぶことができた 

課題を共有できた 

課題を細分化してあり、様々な立場の参加者どおしで、限られた時間のなかで、議論できるように調整してくださってい

てよかったとおもいました。 

各スモールグループにテーマの疾患が与えられましたが、グループ内の個人のニーズとマッチしていたか？問題意識のす

り合わせができたか？がやや難しかったように（自分のグループは）感じました。が、それでも、色々な立場から移行期

医療についてディスカッションできた時間は有意義だったと思います。 

各施設の工夫された取り組みを拝聴することができて非常に参考になりました．当施設での経験数が少なく，共有できる

情報がなく申し訳ありませんでした． 

各施設の状況、工夫を具体的にお聞きすることができ、参考になりました。 

各地域や病院、得意とする分野が異なると、同じ疾患でも見え方が随分異なることがわかった。遺伝医療は小児から成人

まで幅広く症状が発生するため、小児科で診る場合と成人科で診る場合で診断アプローチが異なることもあり、新しい知

見を得ることができた。 
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割り当てられたテーマが自施設では経験が少ないものであったため、発言することができなかった。しかし、先行して実

施している他の施設の発言を聞き、認識していなかった課題や問題点があることがわかった。 

議論するテーマが多すぎた印象です。各テーマを深堀りできなかった。 

現状についての情報を得ることができました 

公的プラットフォームが何かをはっきりしないまま議論が進んだ点 

アンダーグラウンドの問題点が取り上げられなかった点 

検査の海外ツアリズムの問題がとりあげられなかった点 

今後の臨床での方向性や立ち位置を確認する契機となった 

最も興味のある WSに参加できたが、興味だけで経験がないことから、ディスカッションで役に立つことができなかった

ため。 

施設ごとの実情に応じた診療体制の構築状況がわかり今後の参考になった。 

時間が足らないと思います。発言を躊躇していましたが、指名してもらえたので発言できました。 

自施設の日々の診療での困りごとを共有させていただいたり、各施設の対応を聞いたりすることができ、自施設のみの問

題ではないことを改めて感じ、明日以降の診療を少しでもより良いものにできるよう頑張ろうと力づけられました。 

小グループに分かれてのディスカッションの時間がやや短回と感じました。 

色々な意見を聞くことができ勉強になりました。 

造血器腫瘍パネル検査で判明する GPVへの対応について、結果開示時の多診療科連携、サーベイランスにおける長期管理

体制、ドナー選定時の倫理的配慮など、固形がんとは異なる造血器特有の課題が明確になり、運用フローの標準化と施設

間連携の構築が急務であると感じました。 

造血器腫瘍遺伝子パネル検査を含めて貴重な意見交換の機会となりました。 

卒後教育として今後どうあるべきかについて、ＣＧＣ全体の意見を伺えたこと。 

高次目標の設定背景を理解できたこと。 

他のご施設の状況を知ることができたこと、具体的に成人診療科で何が困りごとか知る機会を得られたため。 

他施設の状況がわかり参考になりました。 

他施設の状況などがわかり、自施設でできることなどアイデアが得られた。 

問題点がわかり、解決に向けて取り組くきっかけとなりえると考えられる。 

多様な先生との意見交換ができて有意義でした。また疾患ごとの特徴による課題の差が浮き彫りになり、興味深かったで

す。課題の量が多かったので、議論が駆け足となった感はあるかもしれません。 

参加させていただきありがとうございました。 

大変残念ですが、父の葬儀のため急遽参加できなくなってしまいました。 

担当側ですので、不備も多数あったかと思います。貴重な機会をありがとうございました。 

短時間でしたが、上手く業務分担いただき大変濃密な議論となったかと思います。 

日本産科婦人科学会の費用負担についてしることができた。 

普段話す機会がない他領域の先生方のご意見をきくことができたのはとてもよかったです。司会の方が平等に話を振って

くださったので、全員と議論することができ、良い機会となりました。 
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割り当てられたテーマが自施設では経験が少ないものであったため、発言することができなかった。しかし、先行して実

施している他の施設の発言を聞き、認識していなかった課題や問題点があることがわかった。 

議論するテーマが多すぎた印象です。各テーマを深堀りできなかった。 

現状についての情報を得ることができました 

公的プラットフォームが何かをはっきりしないまま議論が進んだ点 

アンダーグラウンドの問題点が取り上げられなかった点 

検査の海外ツアリズムの問題がとりあげられなかった点 

今後の臨床での方向性や立ち位置を確認する契機となった 

最も興味のある WSに参加できたが、興味だけで経験がないことから、ディスカッションで役に立つことができなかった

ため。 

施設ごとの実情に応じた診療体制の構築状況がわかり今後の参考になった。 

時間が足らないと思います。発言を躊躇していましたが、指名してもらえたので発言できました。 

自施設の日々の診療での困りごとを共有させていただいたり、各施設の対応を聞いたりすることができ、自施設のみの問

題ではないことを改めて感じ、明日以降の診療を少しでもより良いものにできるよう頑張ろうと力づけられました。 

小グループに分かれてのディスカッションの時間がやや短回と感じました。 

色々な意見を聞くことができ勉強になりました。 

造血器腫瘍パネル検査で判明する GPVへの対応について、結果開示時の多診療科連携、サーベイランスにおける長期管理

体制、ドナー選定時の倫理的配慮など、固形がんとは異なる造血器特有の課題が明確になり、運用フローの標準化と施設

間連携の構築が急務であると感じました。 

造血器腫瘍遺伝子パネル検査を含めて貴重な意見交換の機会となりました。 

卒後教育として今後どうあるべきかについて、ＣＧＣ全体の意見を伺えたこと。 

高次目標の設定背景を理解できたこと。 

他のご施設の状況を知ることができたこと、具体的に成人診療科で何が困りごとか知る機会を得られたため。 

他施設の状況がわかり参考になりました。 

他施設の状況などがわかり、自施設でできることなどアイデアが得られた。 

問題点がわかり、解決に向けて取り組くきっかけとなりえると考えられる。 

多様な先生との意見交換ができて有意義でした。また疾患ごとの特徴による課題の差が浮き彫りになり、興味深かったで

す。課題の量が多かったので、議論が駆け足となった感はあるかもしれません。 

参加させていただきありがとうございました。 

大変残念ですが、父の葬儀のため急遽参加できなくなってしまいました。 

担当側ですので、不備も多数あったかと思います。貴重な機会をありがとうございました。 

短時間でしたが、上手く業務分担いただき大変濃密な議論となったかと思います。 

日本産科婦人科学会の費用負担についてしることができた。 

普段話す機会がない他領域の先生方のご意見をきくことができたのはとてもよかったです。司会の方が平等に話を振って

くださったので、全員と議論することができ、良い機会となりました。 
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母斑症に対する理解、他施設が困っているところ、対策の仕方を学ぶことが出来ました。 

有意義であった。活発な議論でよかった 

有意義な経験をさせて頂きました。 

様々な施設の状況を知ることができました。 

 

（４）次回以降で希望する WSの内容 

 認定遺伝カウンセラーの役割の一つに移行期への速やかな対応を促すべく、早い段階で診療科への移行をお伝えしつ

つ、サポートするなどの工夫が必要と感じました。 

また、当院では藤田医科大学病んへＭＧＰの見学に行ったにもかかわらず、産婦人科にさえ、周知されていない現状の

打開策として、1千万円余りを学会持ち出しとなっており、公的プラットフォームの設立が検討課題となった旨を含め、

報告たいと思います。 

PGT-M,造血器腫瘍パネル検査で同定される生殖細胞系列病的バリアントの対応に関して 

PGT-Mに関する課題の複雑さ（経済的、人的な課題を解決できる公的プラットフォーム）。 

移行期支援では、移行期の早期からの併診と情報共有が重要であり、多職種を巻き込んだ遺伝子診療部門の関与が必

要。診療ガイダンスや移行期フォーマットの作成。 

PGT-Mの議論は重要だけれども、まだまだ道半ばと思いました。 

PGT-Mの提言が大変わかりやすかったです 

PGT-Mプラットフォームの議論 

WS1と WS5は内容に関連性があったため、このように関連したテーマの発表を連続して配置いただくと、より理解が深ま

るのではないかと感じました。 

WS3が良かったです。PGT-Mの進展に期待します。条件付きながら、診断名による道が出てきたのが良かった。 

WSのそれぞれの課題は、とてもタイムリーでよかったとおもいました。間の時間をとってでも、発表者の方に、もうす

こしまとめの時間を差しあげて、最終的なまとめが端的に確認できるほうがよいのではないかとおもいました。 

WS同士が相互に関連しているものも多く、全体を通して大変勉強になりました。 

あまり馴染みのない分野についてのゲノム医療における課題についてポイントを知ることができてよかったです。 

もう少し WSを減らして総合討論時間をふやしてもいいのではないでしょうか。 

遺伝診療科がハブとなって各診療科につなぐ重要性は認識できたが、診療報酬や人員の点に課題があることを再認識し

た。診療科がまたがる疾患や移行期医療で果たす役割は大きいため、ガイドライン等で示していただき、保険収載され

ると人員の点でも有利になると思われる。 

遺伝性・先天性疾患のシームレスな成人移行について：小児科と成人診療科の早い段階から関係性を構築すること 

各 WSでの討論内容がわかってよかった． 

各ワークショップで複数のテーマを扱っているため仕方ないとは思うが、各発表時間が長すぎて、返って印象に残らな

い。全体会議の各ワークショップ発表は５～10分程度にコンパクトにまとめた方がよいと思う。できれば全体で 30分く

らいがよい。 

現在でも NIPTの無認可施設が減っていない、という報告を知ったこと 

公的プラットホームの設立は容易ではないけれども、進めていく必要があることを再認識でき、先生方のご尽力に改め

て感謝申し上げます。 
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参加していないグループの WS の内容も知ることができ、貴重な機会でした。ありがとうございました。 

参加していないものも含めて各ワークショップの内容が把握できて大変参考になりました 

少し時間が長すぎるかなとおもいました。 

全体を通して、国の医療施策における遺伝医療の位置付けの確認と現状の課題の共有ができ、私自身は大変勉強になり

ました。執行部の皆様に感謝申し上げます。 

葬儀終了後にアクセスしましたが、間に合いませんでした。申し訳ございません。 

造血器腫瘍の二次的所見について、どの施設もやり方を模索しながらどのようにバリアントを判断、開示していくか大

変難しい状況だと感じました。 

造血器腫瘍パネルはどこの施設もまだ整備されていないことが分かった。 

造血器腫瘍パネル検査で判明する GPV への対応について、結果開示時の多診療科連携、サーベイランスにおける長期管

理体制、ドナー選定時の倫理的配慮など、固形がんとは異なる造血器特有の課題が明確になり、運用フローの標準化と

施設間連携の構築が急務であると感じました。 

造血器腫瘍パネル検査に係る課題など、リアルタイムに協議されていることに対して、参考にします 

他の WS での重要な課題や対策などを共有することができた。 

多岐にわたる内容を総合討論するのはなかなか難しさもありますが、今の動きを把握する良いきっかけになります。現

場にきちんと持ち帰りたいと思います。 

長すぎると思います。 

同様に様々な立場のコメントを聞くことができ、日本の中での立ち位置等を再確認することができた。 

特にありません 

特別公演と移行期医療 

認定遺伝カウンセラーのあり方、上級資格、認定制度、指導カリキュラムについて 

認定遺伝カウンセラーの卒後教育。重要な課題だとおもった。国家資格化をめざした認定遺伝カウンセラーの独占業務

がなにか？ということに関連すると感じた。遺伝カウンセリング実施に関するガイダンスもでたこともあり、遺伝カウ

ンセリングの質を（ガイダンスの遵守率？）を担保するかということで議論を行ってもいいかもしれない。 
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参加していないグループの WS の内容も知ることができ、貴重な機会でした。ありがとうございました。 

参加していないものも含めて各ワークショップの内容が把握できて大変参考になりました 

少し時間が長すぎるかなとおもいました。 

全体を通して、国の医療施策における遺伝医療の位置付けの確認と現状の課題の共有ができ、私自身は大変勉強になり

ました。執行部の皆様に感謝申し上げます。 

葬儀終了後にアクセスしましたが、間に合いませんでした。申し訳ございません。 

造血器腫瘍の二次的所見について、どの施設もやり方を模索しながらどのようにバリアントを判断、開示していくか大

変難しい状況だと感じました。 

造血器腫瘍パネルはどこの施設もまだ整備されていないことが分かった。 

造血器腫瘍パネル検査で判明する GPV への対応について、結果開示時の多診療科連携、サーベイランスにおける長期管

理体制、ドナー選定時の倫理的配慮など、固形がんとは異なる造血器特有の課題が明確になり、運用フローの標準化と

施設間連携の構築が急務であると感じました。 

造血器腫瘍パネル検査に係る課題など、リアルタイムに協議されていることに対して、参考にします 

他の WS での重要な課題や対策などを共有することができた。 

多岐にわたる内容を総合討論するのはなかなか難しさもありますが、今の動きを把握する良いきっかけになります。現

場にきちんと持ち帰りたいと思います。 

長すぎると思います。 

同様に様々な立場のコメントを聞くことができ、日本の中での立ち位置等を再確認することができた。 

特にありません 

特別公演と移行期医療 

認定遺伝カウンセラーのあり方、上級資格、認定制度、指導カリキュラムについて 

認定遺伝カウンセラーの卒後教育。重要な課題だとおもった。国家資格化をめざした認定遺伝カウンセラーの独占業務

がなにか？ということに関連すると感じた。遺伝カウンセリング実施に関するガイダンスもでたこともあり、遺伝カウ

ンセリングの質を（ガイダンスの遵守率？）を担保するかということで議論を行ってもいいかもしれない。 
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３．全国遺伝子医療部門連絡会議にお願い・期待すること 

マスコミなどの報道にも積極的にアナウンスし、場合によって一般の代表として WS などに参加してもらい、より発信

力を強める会議のあり方を検討してはどうでしょうか。 

まだまだゲノム医療に従事する専門職は不足していると思いますので、全国遺伝子医療部門連絡会議を通してネットワ

ークを活用させていただければと思っております。 

今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。 

遺伝に関わる多くの診療科で横断的に議論できることを期待します。 

遺伝医療の一般的な認知、社会的立場の向上への尽力をよろしくお願い申し上げます。 

引き続き、このような形で最新情報の発信と、WS ディスカッションを発展させていただけますと幸甚です。 

引き続き遺伝医療に関する様々な課題への取り組み、共有などをしていただけますとありがたいです。今後ともよろし

くお願いいたします。 

今回初めて WS に参加しました．事前の準備やお知らせなどに配慮を感じました． 

世界に比べて遅れをとっている分野であることを強く実感し，自分の臨床業務内での割合を少し増やしていけたらと感

じました． 

生命倫理にかかわる遺伝診療に対する公的プラットフォーム設立についての協議 

全国遺伝子医療部門の連携だけでなく、教育、国への要望など、遺伝医療の発展に重要な業務を行っていただき、感謝

申し上げます。今後ともよろしくお願いいたします。 

特にありません 

日本の遺伝医療の発展に向け、平素より多大なるご尽力を賜り、誠にありがとうございます。 

微力ではございますが、お役に立てるよう一層励んでまいります。 

病院格差、地域格差があるなかで、先に取り組みを成功させた施設を中心に国にモデルケースとして働きかけをしてい

ただけないかと思います。施設ごとに自助努力でトランジットや連携の問題を解決していくのはかなりハードルが高く

なっている現状ではないでしょうか。 

平素より運営にご尽力いただき誠にありがとうございます。公平な意見の取りまとめに留意していただきたいです。責

任者の意見が全体の意見であるかのように発信される場面があり、疑問に感じる場面がありました。もともと WS の参

加者には偏りもあるため、アンケートを実施する際には、回答者の属性に偏りが生じないように、全体に対して広く実

施するなど留意が必要と思います。 

毎回、他施設の状況やご意見を拝聴できることもあり、参加させていただいております。ありがとうございます。 

なお、貴重な内容でありますので長時間となることはお察し申し上げますが、最後の各 WS の発表を 15 分ほどにされる

のはいかがでしょうか。 
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＜付録 ＷＳ毎の参加した感想＞ 

 

ＷＳ１ 

ミトコンドリア病の診断へ至る過程での問題、診療科横断的な連携、チームを組む上でのポイント、また、抱いてい

いた疑問点への助言をいただくことが出来ました。ミトコンドリア病へ対応するチームが脆弱な場合の相談先が、現

状では難病情報センターＨＰに記載のある研究班の医師の方となりますが、ボランティアでの対応のため、子会社な

とを設立して、報酬が得られる対策が提案されました。この点も検討が必要かと思いました。 

リーダーとして参加しましたが、皆さんとても積極的に参加、協力していただいて、たいへん勉強になりました。 

課題を細分化してあり、様々な立場の参加者どおしで、限られた時間のなかで、議論できるように調整してくださっ

ていてよかったとおもいました。 

各施設の状況、工夫を具体的にお聞きすることができ、参考になりました。 

各地域や病院、得意とする分野が異なると、同じ疾患でも見え方が随分異なることがわかった。遺伝医療は小児から

成人まで幅広く症状が発生するため、小児科で診る場合と成人科で診る場合で診断アプローチが異なることもあり、

新しい知見を得ることができた。 

現状についての情報を得ることができました 

施設ごとの実情に応じた診療体制の構築状況がわかり今後の参考になった。 

自施設の日々の診療での困りごとを共有させていただいたり、各施設の対応を聞いたりすることができ、自施設のみ

の問題ではないことを改めて感じ、明日以降の診療を少しでもより良いものにできるよう頑張ろうと力づけられまし

た。 

色々な意見を聞くことができ勉強になりました。 

他施設の状況がわかり参考になりました。 

他施設の状況などがわかり、自施設でできることなどアイデアが得られた。 

問題点がわかり、解決に向けて取り組くきっかけとなりえると考えられる。 

担当側ですので、不備も多数あったかと思います。貴重な機会をありがとうございました。 

母斑症に対する理解、他施設が困っているところ、対策の仕方を学ぶことが出来ました。 

有意義な経験をさせて頂きました。 

 

＜ＷＳ２＞ 

お疲れ様です。 

遺伝子診療部門会議での WS なので、遺伝診療の中での CGC の課題が議論されるといいのかと思います。恐らく、そ

れを考えてみえると思いますが、本会議の参加者にはわかりにくいような気がします。 

卒後教育として今後どうあるべきかについて、ＣＧＣ全体の意見を伺えたこと。 

高次目標の設定背景を理解できたこと。 
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＜付録 ＷＳ毎の参加した感想＞ 

 

ＷＳ１ 

ミトコンドリア病の診断へ至る過程での問題、診療科横断的な連携、チームを組む上でのポイント、また、抱いてい

いた疑問点への助言をいただくことが出来ました。ミトコンドリア病へ対応するチームが脆弱な場合の相談先が、現

状では難病情報センターＨＰに記載のある研究班の医師の方となりますが、ボランティアでの対応のため、子会社な

とを設立して、報酬が得られる対策が提案されました。この点も検討が必要かと思いました。 

リーダーとして参加しましたが、皆さんとても積極的に参加、協力していただいて、たいへん勉強になりました。 

課題を細分化してあり、様々な立場の参加者どおしで、限られた時間のなかで、議論できるように調整してくださっ

ていてよかったとおもいました。 

各施設の状況、工夫を具体的にお聞きすることができ、参考になりました。 

各地域や病院、得意とする分野が異なると、同じ疾患でも見え方が随分異なることがわかった。遺伝医療は小児から

成人まで幅広く症状が発生するため、小児科で診る場合と成人科で診る場合で診断アプローチが異なることもあり、

新しい知見を得ることができた。 

現状についての情報を得ることができました 

施設ごとの実情に応じた診療体制の構築状況がわかり今後の参考になった。 

自施設の日々の診療での困りごとを共有させていただいたり、各施設の対応を聞いたりすることができ、自施設のみ

の問題ではないことを改めて感じ、明日以降の診療を少しでもより良いものにできるよう頑張ろうと力づけられまし

た。 

色々な意見を聞くことができ勉強になりました。 

他施設の状況がわかり参考になりました。 

他施設の状況などがわかり、自施設でできることなどアイデアが得られた。 

問題点がわかり、解決に向けて取り組くきっかけとなりえると考えられる。 

担当側ですので、不備も多数あったかと思います。貴重な機会をありがとうございました。 

母斑症に対する理解、他施設が困っているところ、対策の仕方を学ぶことが出来ました。 

有意義な経験をさせて頂きました。 

 

＜ＷＳ２＞ 

お疲れ様です。 

遺伝子診療部門会議での WS なので、遺伝診療の中での CGC の課題が議論されるといいのかと思います。恐らく、そ

れを考えてみえると思いますが、本会議の参加者にはわかりにくいような気がします。 

卒後教育として今後どうあるべきかについて、ＣＧＣ全体の意見を伺えたこと。 

高次目標の設定背景を理解できたこと。 
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＜付録 ＷＳ毎の参加した感想＞ 

 

ＷＳ１ 

ミトコンドリア病の診断へ至る過程での問題、診療科横断的な連携、チームを組む上でのポイント、また、抱いてい

いた疑問点への助言をいただくことが出来ました。ミトコンドリア病へ対応するチームが脆弱な場合の相談先が、現

状では難病情報センターＨＰに記載のある研究班の医師の方となりますが、ボランティアでの対応のため、子会社な

とを設立して、報酬が得られる対策が提案されました。この点も検討が必要かと思いました。 

リーダーとして参加しましたが、皆さんとても積極的に参加、協力していただいて、たいへん勉強になりました。 

課題を細分化してあり、様々な立場の参加者どおしで、限られた時間のなかで、議論できるように調整してくださっ

ていてよかったとおもいました。 

各施設の状況、工夫を具体的にお聞きすることができ、参考になりました。 

各地域や病院、得意とする分野が異なると、同じ疾患でも見え方が随分異なることがわかった。遺伝医療は小児から

成人まで幅広く症状が発生するため、小児科で診る場合と成人科で診る場合で診断アプローチが異なることもあり、

新しい知見を得ることができた。 

現状についての情報を得ることができました 

施設ごとの実情に応じた診療体制の構築状況がわかり今後の参考になった。 

自施設の日々の診療での困りごとを共有させていただいたり、各施設の対応を聞いたりすることができ、自施設のみ

の問題ではないことを改めて感じ、明日以降の診療を少しでもより良いものにできるよう頑張ろうと力づけられまし

た。 

色々な意見を聞くことができ勉強になりました。 

他施設の状況がわかり参考になりました。 

他施設の状況などがわかり、自施設でできることなどアイデアが得られた。 

問題点がわかり、解決に向けて取り組くきっかけとなりえると考えられる。 

担当側ですので、不備も多数あったかと思います。貴重な機会をありがとうございました。 

母斑症に対する理解、他施設が困っているところ、対策の仕方を学ぶことが出来ました。 

有意義な経験をさせて頂きました。 

 

＜ＷＳ２＞ 

お疲れ様です。 
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ＷＳ３ 
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ＷＳ４ 

OPEN Question のため意見が出にくい印象でした 

オンラインでビデオオフの状態では、なかなか話がしにくいと思いました。 

サブグループの司会をしましたが、目的はまずまず達成したかと思います。 

さまざまな施設における問題点やそれに対する工夫について共有できたこと 

各施設の工夫された取り組みを拝聴することができて非常に参考になりました．当施設での経験数が少なく，共有でき

る情報がなく申し訳ありませんでした． 

割り当てられたテーマが自施設では経験が少ないものであったため、発言することができなかった。しかし、先行して

実施している他の施設の発言を聞き、認識していなかった課題や問題点があることがわかった。 

今後の臨床での方向性や立ち位置を確認する契機となった 

時間が足らないと思います。発言を躊躇していましたが、指名してもらえたので発言できました。 

造血器腫瘍パネル検査で判明する GPV への対応について、結果開示時の多診療科連携、サーベイランスにおける長期管

理体制、ドナー選定時の倫理的配慮など、固形がんとは異なる造血器特有の課題が明確になり、運用フローの標準化と

施設間連携の構築が急務であると感じました。 

造血器腫瘍遺伝子パネル検査を含めて貴重な意見交換の機会となりました。 

様々な施設の状況を知ることができました。 

 

ＷＳ５ 

貴重な議論ができましたが、話し合うテーマが多く時間がもう少しある方が良いと思いました。 

グループワークの時間がやや短く、全員の意見をまとめる時間が足りなかったため 

移行期についていろいろな立場の参加者のご意見を伺うことができ勉強になりました 

課題が多くて消化しきれなかったが、多くを学ぶことができた 

各スモールグループにテーマの疾患が与えられましたが、グループ内の個人のニーズとマッチしていたか？問題意識の

すり合わせができたか？がやや難しかったように（自分のグループは）感じました。が、それでも、色々な立場から移

行期医療についてディスカッションできた時間は有意義だったと思います。 

他のご施設の状況を知ることができたこと、具体的に成人診療科で何が困りごとか知る機会を得られたため。 

多様な先生との意見交換ができて有意義でした。また疾患ごとの特徴による課題の差が浮き彫りになり、興味深かった

です。課題の量が多かったので、議論が駆け足となった感はあるかもしれません。 

参加させていただきありがとうございました。 

大変残念ですが、父の葬儀のため急遽参加できなくなってしまいました。 



－ 185－－資料 -14－

ＷＳ４ 

OPEN Question のため意見が出にくい印象でした 

オンラインでビデオオフの状態では、なかなか話がしにくいと思いました。 

サブグループの司会をしましたが、目的はまずまず達成したかと思います。 

さまざまな施設における問題点やそれに対する工夫について共有できたこと 

各施設の工夫された取り組みを拝聴することができて非常に参考になりました．当施設での経験数が少なく，共有でき

る情報がなく申し訳ありませんでした． 

割り当てられたテーマが自施設では経験が少ないものであったため、発言することができなかった。しかし、先行して

実施している他の施設の発言を聞き、認識していなかった課題や問題点があることがわかった。 

今後の臨床での方向性や立ち位置を確認する契機となった 

時間が足らないと思います。発言を躊躇していましたが、指名してもらえたので発言できました。 

造血器腫瘍パネル検査で判明する GPV への対応について、結果開示時の多診療科連携、サーベイランスにおける長期管

理体制、ドナー選定時の倫理的配慮など、固形がんとは異なる造血器特有の課題が明確になり、運用フローの標準化と

施設間連携の構築が急務であると感じました。 

造血器腫瘍遺伝子パネル検査を含めて貴重な意見交換の機会となりました。 

様々な施設の状況を知ることができました。 

 

ＷＳ５ 

貴重な議論ができましたが、話し合うテーマが多く時間がもう少しある方が良いと思いました。 
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すり合わせができたか？がやや難しかったように（自分のグループは）感じました。が、それでも、色々な立場から移

行期医療についてディスカッションできた時間は有意義だったと思います。 

他のご施設の状況を知ることができたこと、具体的に成人診療科で何が困りごとか知る機会を得られたため。 
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第 23回全国遺伝子医療部門連絡会議　参加者名簿

〈参加維持会員施設〉� 施設番号順

施設
番号 施設名 部門名

1 北海道大学病院 臨床遺伝子診療部

2 札幌医科大学附属病院 遺伝子診療科／ゲノム予防医学講座　臨床ゲノム学分野／ 
修士課程臨床遺伝学遺伝カウンセリングコース

3 旭川医科大学病院 遺伝子診療カウンセリング室

5 秋田大学医学部附属病院 遺伝子医療部／小児科

6 山形大学医学部附属病院 遺伝カウンセリング室

7 東北大学病院 遺伝科

8 岩手医科大学附属病院・ 
内丸メディカルセンター 臨床遺伝科／医学部臨床遺伝学科

9 福島県立医科大学附属病院 遺伝診療部

11 自治医科大学附属病院 遺伝カウンセリング室

13 筑波大学附属病院 遺伝診療部

14 埼玉医科大学病院 ゲノム医療科

16 千葉大学医学部附属病院 遺伝子診療部

17 日本大学医学部附属板橋病院 臨床検査医学科

18 帝京大学医学部附属病院 臨床遺伝診療センター

19 日本医科大学付属病院 遺伝診療科

20 東京大学医学部附属病院 ゲノム診療部

21 東京大学医科学研究所 ゲノム診療部

22 東京科学大学病院 生命倫理センター／遺伝子診療科

23 順天堂大学医学部附属順天堂医院 臨床遺伝外来（遺伝性疾患部門）／臨床遺伝学講座

24 慶應義塾大学 医学部／臨床遺伝学センター

25 東京医科大学病院 遺伝子診療センター

26 東京女子医科大学病院 ゲノム診療科

27 東京慈恵会医科大学附属病院 遺伝診療部

29 杏林大学医学部付属病院 遺伝子診療センター／産科婦人科

30 東邦大学医療センター大森病院 臨床遺伝診療部

31 横浜市立大学附属病院 遺伝子診療科

32 聖マリアンナ医科大学病院 遺伝診療部／臨床検査医学

33 学校法人北里研究所 北里大学病院 遺伝診療部／小児科

34 東海大学医学部付属病院 遺伝子診療科

35 山梨大学医学部附属病院 遺伝子疾患診療センター

36 信州大学医学部附属病院 遺伝子医療研究センター

39 金沢大学附属病院 遺伝診療部

40 金沢医科大学病院 ゲノム医療センター
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施設
番号 施設名 部門名

41 福井大学医学部附属病院 遺伝診療部

42 浜松医科大学医学部附属病院 遺伝子診療部

43 岐阜大学医学部附属病院 ゲノム疾患・遺伝子診療センター

44 名古屋大学医学部附属病院 ゲノム医療センター／小児科

45 名古屋市立大学病院 臨床遺伝医療部

46 藤田医科大学病院 遺伝子診療室／先端ゲノム医療科／小児科／ 
医科学研究センター分子遺伝学

47 愛知医科大学 内分泌・代謝内科／産婦人科／周産期母子医療センター／ 
内科学講座（神経内科）

48 三重大学 ゲノム医療部

49 滋賀医科大学 臨床遺伝相談科

50 奈良県立医科大学附属病院 遺伝カウンセリング室／産婦人科

51 京都大学医学部附属病院 遺伝子診療部

52 京都府立医科大学附属病院 脳神経内科／遺伝子診療部遺伝相談室／ 
内分泌・乳腺外科

54 大阪大学医学部附属病院 遺伝子診療部／循環器内科

55 大阪公立大学医学部附属病院 ゲノム診療科

56 近畿大学病院 遺伝子診療部

57 和歌山県立医科大学附属病院 遺伝診療部

58 関西医科大学附属病院 臨床遺伝センター／乳腺外科／小児科

59 神戸大学医学部附属病院 遺伝子診療部／小児科

60 兵庫医科大学病院 遺伝子医療部

61 岡山大学病院
臨床遺伝子診療科／産科婦人科／小児神経科／腎泌尿器科／ 
聴覚支援センター／小児血液・腫瘍科／乳腺内分泌外科／ 
消化器外科／内科／皮膚科／新医療研究開発センター／ 
学術研究院ヘルスシステム統合科学学域／内分泌センター

62 川崎医科大学附属病院 遺伝診療センター

63 鳥取大学医学部附属病院 遺伝子診療科

64 島根大学医学部附属病院 臨床遺伝・ゲノム医療センター／小児科

65 広島大学病院 遺伝子診療科

66 山口大学医学部附属病院 遺伝・ゲノム診療部

67 徳島大学病院 ゲノム医療センター／消化器内科

68 愛媛大学医学部附属病院 臨床遺伝医療部・小児科／ 
総合診療サポートセンター

69 高知大学医学部附属病院 臨床遺伝診療部／小児思春期医学

70 香川大学医学部附属病院 臨床遺伝ゲノム診療科

72 九州大学病院 臨床遺伝医療部

73 福岡大学病院 遺伝医療室

74 久留米大学病院 遺伝外来／小児科

75 佐賀大学医学部附属病院 遺伝カウンセリング室
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施設
番号 施設名 部門名
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75 佐賀大学医学部附属病院 遺伝カウンセリング室

－資料 -17－

施設
番号 施設名 部門名

76 長崎大学病院 ゲノム診療センター遺伝カウンセリング部門／産婦人科／ 
小児科

77 熊本大学病院 遺伝診療センター

78 大分大学医学部附属病院 遺伝子診療室／神経内科学講座／小児科

79 宮崎大学医学部附属病院 遺伝カウンセリング部

80 鹿児島大学病院 遺伝カウンセリング室

81 琉球大学病院 遺伝カウンセリング室／大学院医学研究科育成医学講座

82 東北医科薬科大学病院 遺伝子診療部／腫瘍内科

83 国立精神・神経医療研究センター病院 ゲノム診療部／脳神経小児科

84 国立循環器病研究センター ゲノム医療支援部

85 国立国際医療研究センター 臨床ゲノム科

86 国立成育医療研究センター 遺伝診療センター

88 国立がん研究センター東病院 病理・臨床検査科

89 国立がん研究センター中央病院 遺伝子診療部門

91 千葉県こども病院 遺伝診療センター

92 地方独立行政法人神奈川県立病院機構 
神奈川県立こども医療センター 遺伝科

94 社会医療法人母恋 天使病院 臨床遺伝センター／循環器内科

95 聖隷浜松病院 臨床遺伝センター

96 独立行政法人国立病院機構新潟病院 遺伝診療科

97 地方独立行政法人東京都立病院機構 
東京都立小児総合医療センター 臨床遺伝科

98 がん・感染症センター 遺伝子診療科

99 大阪市立総合医療センター 遺伝子診療部

100 独立行政法人国立病院機構医王病院 小児科

101 名古屋市立大学医学部附属 
西部医療センター ゲノム医療センター

102 国立病院機構 
四国こどもとおとなの医療センター 遺伝医療センター

103 学校法人聖路加国際大学 
聖路加国際病院 遺伝診療センター

104 独立行政法人国立病院機構 
九州医療センター ゲノム診療部

107 国立病院機構京都医療センター 遺伝診療部

109 医療法人 慈桜会 瀬戸病院 遺伝診療部

110 北野病院 乳腺外科

111 国立病院機構東京医療センター 臨床遺伝センター

112 静岡県立総合病院 ゲノム医療センター

113 社会医療法人愛仁会高槻病院 遺伝診療センター／新生児科／看護部

114 愛知県がんセンター ゲノム医療センター・リスク評価室
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番号 施設名 部門名

115 国立病院機構名古屋医療センター 遺伝診療科

116 埼玉医科大学総合医療センター 産婦人科／消化管外科・一般外科／ブレストケア科

117 日本赤十字社愛知医療センター 
名古屋第一病院 産婦人科、臨床遺伝診療科

118 公益財団法人ちば県民保健予防財団 遺伝子診療科

119 愛知県医療療育総合センター 遺伝診療科

120 大阪急性期・総合医療センター 遺伝診療センター

121 東邦大学医療センター佐倉病院 臨床遺伝診療センター

122 日本赤十字社愛知医療センター 
名古屋第二病院 臨床遺伝診療科

124 亀田総合病院 臨床遺伝科／産婦人科／臨床検査室

125 地方独立行政法人東京都立病院機構 
東京都立多摩総合医療センター ゲノム診療科／消化器内科

126 静岡県立静岡がんセンター ゲノム医療推進部

127 茨城県立中央病院 遺伝子診療部

128 昭和大学横浜市北部病院 臨床遺伝・ゲノム医療センター

129 香川県立中央病院 ゲノム医療センター

130 堺市立総合医療センター 遺伝診療科／循環器内科

131 青森県立中央病院 ゲノム医療部　臨床遺伝科

132 兵庫県立がんセンター 遺伝診療科／看護部　外来

134 富山県立中央病院 遺伝診療科

136 トヨタ記念病院 ゲノム医療科

137 佐世保市総合医療センター ゲノム医療センター　遺伝カウンセリング室

138 県立広島病院 ゲノム診療科／生殖医療科

139 横浜市立大学附属 
市民総合医療センター 遺伝子診療科／生殖医療センター

140 独立行政法人国立病院機構 
四国がんセンター 遺伝性がん診療科

141 兵庫県立こども病院 ゲノム医療センター

142 がん研有明病院 臨床遺伝医療部

143 姫路赤十字病院 遺伝子診療科

144 岐阜県総合医療センター 遺伝子診療科

145 武蔵野赤十字病院 産婦人科／医療連携課

146 神戸市立医療センター中央市民病院 遺伝センター／腫瘍内科／産婦人科

147 島根県立中央病院 臨床腫瘍科

148 加古川中央市民病院 遺伝子診療部／乳腺外科／小児科

149 東京都立墨東病院 遺伝子診療科

150 倉敷中央病院 遺伝診療部

151 千葉県がんセンター 遺伝子診断部
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施設
番号 施設名 部門名

115 国立病院機構名古屋医療センター 遺伝診療科

116 埼玉医科大学総合医療センター 産婦人科／消化管外科・一般外科／ブレストケア科

117 日本赤十字社愛知医療センター 
名古屋第一病院 産婦人科、臨床遺伝診療科

118 公益財団法人ちば県民保健予防財団 遺伝子診療科

119 愛知県医療療育総合センター 遺伝診療科

120 大阪急性期・総合医療センター 遺伝診療センター

121 東邦大学医療センター佐倉病院 臨床遺伝診療センター

122 日本赤十字社愛知医療センター 
名古屋第二病院 臨床遺伝診療科

124 亀田総合病院 臨床遺伝科／産婦人科／臨床検査室

125 地方独立行政法人東京都立病院機構 
東京都立多摩総合医療センター ゲノム診療科／消化器内科

126 静岡県立静岡がんセンター ゲノム医療推進部

127 茨城県立中央病院 遺伝子診療部

128 昭和大学横浜市北部病院 臨床遺伝・ゲノム医療センター

129 香川県立中央病院 ゲノム医療センター

130 堺市立総合医療センター 遺伝診療科／循環器内科

131 青森県立中央病院 ゲノム医療部　臨床遺伝科

132 兵庫県立がんセンター 遺伝診療科／看護部　外来

134 富山県立中央病院 遺伝診療科

136 トヨタ記念病院 ゲノム医療科

137 佐世保市総合医療センター ゲノム医療センター　遺伝カウンセリング室

138 県立広島病院 ゲノム診療科／生殖医療科

139 横浜市立大学附属 
市民総合医療センター 遺伝子診療科／生殖医療センター

140 独立行政法人国立病院機構 
四国がんセンター 遺伝性がん診療科

141 兵庫県立こども病院 ゲノム医療センター

142 がん研有明病院 臨床遺伝医療部

143 姫路赤十字病院 遺伝子診療科

144 岐阜県総合医療センター 遺伝子診療科

145 武蔵野赤十字病院 産婦人科／医療連携課

146 神戸市立医療センター中央市民病院 遺伝センター／腫瘍内科／産婦人科

147 島根県立中央病院 臨床腫瘍科

148 加古川中央市民病院 遺伝子診療部／乳腺外科／小児科

149 東京都立墨東病院 遺伝子診療科

150 倉敷中央病院 遺伝診療部

151 千葉県がんセンター 遺伝子診断部

－資料 -19－

施設
番号 施設名 部門名

152 埼玉県立がんセンター 遺伝科

153 函館五稜郭病院 臨床遺伝科

154 独立行政法人国立病院機構 
岡山医療センター 泌尿器科

155 船橋中央病院 臨床遺伝科

156 相澤病院 遺伝子診療科

157 那須赤十字病院 外科
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全国遺伝子医療部門連絡会議　維持機関会員施設名簿（2025 年度）
 施設番号順・敬称略
No 施設名 部門名 郵便番号 住所 電話 ファックス 代表者氏名

1 北海道大学病院 臨床遺伝子診療部 060-8648 北海道札幌市北区北14条 
西5丁目

011-706-4395
（内）4395 011-706-4394 山田 崇弘

2 札幌医科大学附属病院 遺伝子診療科 060-8543 北海道札幌市中央区南1条 
西16丁目291番地

011-611-2111
（内）27950 011-688-5354 石川 亜貴

3 旭川医科大学病院 遺伝子診療カウンセリング室 078-8510 北海道旭川市緑が丘東2条
1-1-1 0166-68-2870 0166-68-2879 蒔田 芳男

4 弘前大学医学部附属病院 総合患者支援センター／
遺伝カウンセリング部門 036-8563 青森県弘前市本町53 0172-39-5551 0172-39-5338 田坂 定智

5 秋田大学医学部附属病院 遺伝子医療部 010-8543 秋田県秋田市本道1-1-1 018-884-6163 018-884-6447 寺田 幸弘

6 山形大学医学部附属病院 遺伝カウンセリング室 990-9585 山形県山形市飯田西2-2-2 023-628-5296
（内）5296 023-628-5583 渡邉 憲和

7 東北大学病院 遺伝子診療部 980-8574 宮城県仙台市青葉区星陵町
1-1 022-717-8139 022-717-8142 青木 洋子

8 岩手医科大学附属病院・内丸メデ
ィカルセンター 臨床遺伝科 020-8505 岩手県盛岡市内丸19-1 019-651-5111

（内）3258 019-907-3771 鈴森 伸宏

9 福島県立医科大学附属病院 遺伝診療部 960-1295 福島県福島市光が丘1 024-547-1290 024-548-3878 門馬 智之

10 群馬大学医学部附属病院 遺伝子診療部 371-8511 群馬県前橋市昭和町3-39-15 027-220-8122 027-220-8136 小澤 厚志

11 自治医科大学附属病院 遺伝カウンセリング室 329-0498 栃木県下野市薬師寺3311-1 0285-58-7342 0285-44-4902 松本 歩

12 獨協医科大学病院 遺伝・ゲノム診療部 321-0293 栃木県下都賀郡壬生町
北小林880

0282-86-1111
（内）2670 0282-86-6856 成瀬 勝彦

13 筑波大学附属病院 遺伝診療部 305-8575 茨城県つくば市天王台1-1-1
医学学系棟4B260

029-853-3177
（内）3352 029-853-3333 野口 恵美子

14 埼玉医科大学病院 難病センター遺伝子診療部 350-0495 埼玉県入間郡毛呂山町毛呂
本郷38 049-276-1741 049-276-1741 沼倉 周彦

16 千葉大学医学部附属病院 遺伝子診療部 260-8677 千葉県千葉市中央区亥鼻
1-8-1 043-226-2325 043-226-2325 尾内 善広

17 日本大学医学部附属板橋病院 遺伝相談室 173-8610 東京都板橋区大谷口上町
30-1

03-3972-8111
（内）2570 03-5375-8076 中山 智祥

18 帝京大学医学部附属病院 臨床遺伝診療センター 173-8606 東京都板橋区加賀2-11-1 03-3964-1211 長阪 一憲

19 日本医科大学付属病院 遺伝診療科 113-8603 東京都文京区千駄木1-1-5 03-3822-2131
（内）6292 山田 岳史

20 東京大学医学部附属病院 ゲノム診療部 113-8655 東京都文京区本郷7-3-1 03-5800-9566
（内）35412 03-5800-8873 織田 克利

21 東京大学医科学研究所 ゲノム診療部 108-8639 東京都港区白金台4-6-1 03-6409-2100 03-6409-2103 古川 洋一

22 東京科学大学病院 遺伝子診療科 113-8519 東京都文京区湯島1-5-45 03-5803-4724 03-5803-4725 吉田 雅幸

23 順天堂大学医学部附属順天堂医院 臨床遺伝外来
（遺伝性疾患部門） 113-8431 東京都文京区本郷3-1-3 03-3813-3111 03-5800-5022 後藤 景子

24 慶應義塾大学 医学部／臨床遺伝学センター 160-0016 東京都新宿区信濃町35 03-5363-3890 03-5843-7084 小崎 健次郎

25 東京医科大学病院 遺伝子診療センター 160-0023 東京都新宿区西新宿6-7-1 03-3342-6111
（医局ex）5822 03-6258-0395 稲垣 夏子

26 東京女子医科大学病院 ゲノム診療科 162-8111 東京都新宿区河田町8-1 03-3353-8111 03-5269-7594 山本 俊至

27 東京慈恵会医科大学附属病院 遺伝診療部 105-8471 東京都港区西新橋3-19-18 03-3433-1111
（内）3545 03-3432-1533 川目 裕

28 昭和大学病院 臨床遺伝医療センター 142-8666 東京都品川区旗の台1-5-8 03-3784-8670 03-3784-8355 関沢 明彦

29 杏林大学医学部付属病院 遺伝子診療センター 181-8611 東京都三鷹市新川6-20-2 0422-47-5511 0422-44-0645 市川 弥生子

30 東邦大学医療センター大森病院 臨床遺伝診療部 143-8541 東京都大田区大森西6-11-1 03-3762-4151
（内）6190 03-3765-7671 片桐 由起子

31 横浜市立大学附属病院 遺伝子診療科 236-0004 神奈川県横浜市金沢区福浦3-9
先端医科学研究センター405 045-787-2692 045-350-2858 浜之上 はるか

32 聖マリアンナ医科大学病院 遺伝診療部 216-8511 神奈川県川崎市宮前区菅生
2-16-1 044-977-8111 044-977-8111 右田 王介

33 学校法人北里研究所北里大学病院 遺伝診療部 252-0375 神奈川県相模原市南区北里
1-15-1 042-778-7966 042-778-7985 高田 史男

34 東海大学医学部付属病院 遺伝子診療科 259-1193 神奈川県伊勢原市下糟屋143 0463-93-1121 0463-92-2600 大貫優子

35 山梨大学医学部附属病院 遺伝子疾患診療センター 409-3821 山梨県中央市下河東1110 055-273-1111 055-273-6765 石黒 浩毅

36 信州大学医学部附属病院 遺伝子医療研究センター 390-8621 長野県松本市旭3-1-1 0263-37-2282 0263-37-3216 古庄 知己

37 新潟大学医歯学総合病院 ゲノム診療部
遺伝医療センター 951-8520 新潟県新潟市中央区旭町通

1-754 025-227-0352 025-227-0363 池内 健

38 富山大学附属病院 遺伝子診療部 930-0194 富山県富山市杉谷2630番地 076-415-8863 076-415-8863 仁井見 英樹

39 金沢大学附属病院 遺伝診療部 920-8640 石川県金沢市宝町13-1 076-265-2861 076-265-2861 渡邉 淳
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全国遺伝子医療部門連絡会議　維持機関会員施設名簿（2025 年度）
 施設番号順・敬称略
No 施設名 部門名 郵便番号 住所 電話 ファックス 代表者氏名

1 北海道大学病院 臨床遺伝子診療部 060-8648 北海道札幌市北区北14条 
西5丁目

011-706-4395
（内）4395 011-706-4394 山田 崇弘

2 札幌医科大学附属病院 遺伝子診療科 060-8543 北海道札幌市中央区南1条 
西16丁目291番地

011-611-2111
（内）27950 011-688-5354 石川 亜貴

3 旭川医科大学病院 遺伝子診療カウンセリング室 078-8510 北海道旭川市緑が丘東2条
1-1-1 0166-68-2870 0166-68-2879 蒔田 芳男

4 弘前大学医学部附属病院 総合患者支援センター／
遺伝カウンセリング部門 036-8563 青森県弘前市本町53 0172-39-5551 0172-39-5338 田坂 定智

5 秋田大学医学部附属病院 遺伝子医療部 010-8543 秋田県秋田市本道1-1-1 018-884-6163 018-884-6447 寺田 幸弘

6 山形大学医学部附属病院 遺伝カウンセリング室 990-9585 山形県山形市飯田西2-2-2 023-628-5296
（内）5296 023-628-5583 渡邉 憲和

7 東北大学病院 遺伝子診療部 980-8574 宮城県仙台市青葉区星陵町
1-1 022-717-8139 022-717-8142 青木 洋子

8 岩手医科大学附属病院・内丸メデ
ィカルセンター 臨床遺伝科 020-8505 岩手県盛岡市内丸19-1 019-651-5111

（内）3258 019-907-3771 鈴森 伸宏

9 福島県立医科大学附属病院 遺伝診療部 960-1295 福島県福島市光が丘1 024-547-1290 024-548-3878 門馬 智之

10 群馬大学医学部附属病院 遺伝子診療部 371-8511 群馬県前橋市昭和町3-39-15 027-220-8122 027-220-8136 小澤 厚志

11 自治医科大学附属病院 遺伝カウンセリング室 329-0498 栃木県下野市薬師寺3311-1 0285-58-7342 0285-44-4902 松本 歩

12 獨協医科大学病院 遺伝・ゲノム診療部 321-0293 栃木県下都賀郡壬生町
北小林880

0282-86-1111
（内）2670 0282-86-6856 成瀬 勝彦

13 筑波大学附属病院 遺伝診療部 305-8575 茨城県つくば市天王台1-1-1
医学学系棟4B260

029-853-3177
（内）3352 029-853-3333 野口 恵美子

14 埼玉医科大学病院 難病センター遺伝子診療部 350-0495 埼玉県入間郡毛呂山町毛呂
本郷38 049-276-1741 049-276-1741 沼倉 周彦

16 千葉大学医学部附属病院 遺伝子診療部 260-8677 千葉県千葉市中央区亥鼻
1-8-1 043-226-2325 043-226-2325 尾内 善広

17 日本大学医学部附属板橋病院 遺伝相談室 173-8610 東京都板橋区大谷口上町
30-1

03-3972-8111
（内）2570 03-5375-8076 中山 智祥

18 帝京大学医学部附属病院 臨床遺伝診療センター 173-8606 東京都板橋区加賀2-11-1 03-3964-1211 長阪 一憲

19 日本医科大学付属病院 遺伝診療科 113-8603 東京都文京区千駄木1-1-5 03-3822-2131
（内）6292 山田 岳史

20 東京大学医学部附属病院 ゲノム診療部 113-8655 東京都文京区本郷7-3-1 03-5800-9566
（内）35412 03-5800-8873 織田 克利

21 東京大学医科学研究所 ゲノム診療部 108-8639 東京都港区白金台4-6-1 03-6409-2100 03-6409-2103 古川 洋一

22 東京科学大学病院 遺伝子診療科 113-8519 東京都文京区湯島1-5-45 03-5803-4724 03-5803-4725 吉田 雅幸

23 順天堂大学医学部附属順天堂医院 臨床遺伝外来
（遺伝性疾患部門） 113-8431 東京都文京区本郷3-1-3 03-3813-3111 03-5800-5022 後藤 景子

24 慶應義塾大学 医学部／臨床遺伝学センター 160-0016 東京都新宿区信濃町35 03-5363-3890 03-5843-7084 小崎 健次郎

25 東京医科大学病院 遺伝子診療センター 160-0023 東京都新宿区西新宿6-7-1 03-3342-6111
（医局ex）5822 03-6258-0395 稲垣 夏子

26 東京女子医科大学病院 ゲノム診療科 162-8111 東京都新宿区河田町8-1 03-3353-8111 03-5269-7594 山本 俊至

27 東京慈恵会医科大学附属病院 遺伝診療部 105-8471 東京都港区西新橋3-19-18 03-3433-1111
（内）3545 03-3432-1533 川目 裕

28 昭和大学病院 臨床遺伝医療センター 142-8666 東京都品川区旗の台1-5-8 03-3784-8670 03-3784-8355 関沢 明彦

29 杏林大学医学部付属病院 遺伝子診療センター 181-8611 東京都三鷹市新川6-20-2 0422-47-5511 0422-44-0645 市川 弥生子

30 東邦大学医療センター大森病院 臨床遺伝診療部 143-8541 東京都大田区大森西6-11-1 03-3762-4151
（内）6190 03-3765-7671 片桐 由起子

31 横浜市立大学附属病院 遺伝子診療科 236-0004 神奈川県横浜市金沢区福浦3-9
先端医科学研究センター405 045-787-2692 045-350-2858 浜之上 はるか

32 聖マリアンナ医科大学病院 遺伝診療部 216-8511 神奈川県川崎市宮前区菅生
2-16-1 044-977-8111 044-977-8111 右田 王介

33 学校法人北里研究所北里大学病院 遺伝診療部 252-0375 神奈川県相模原市南区北里
1-15-1 042-778-7966 042-778-7985 高田 史男

34 東海大学医学部付属病院 遺伝子診療科 259-1193 神奈川県伊勢原市下糟屋143 0463-93-1121 0463-92-2600 大貫優子

35 山梨大学医学部附属病院 遺伝子疾患診療センター 409-3821 山梨県中央市下河東1110 055-273-1111 055-273-6765 石黒 浩毅

36 信州大学医学部附属病院 遺伝子医療研究センター 390-8621 長野県松本市旭3-1-1 0263-37-2282 0263-37-3216 古庄 知己

37 新潟大学医歯学総合病院 ゲノム診療部
遺伝医療センター 951-8520 新潟県新潟市中央区旭町通

1-754 025-227-0352 025-227-0363 池内 健

38 富山大学附属病院 遺伝子診療部 930-0194 富山県富山市杉谷2630番地 076-415-8863 076-415-8863 仁井見 英樹

39 金沢大学附属病院 遺伝診療部 920-8640 石川県金沢市宝町13-1 076-265-2861 076-265-2861 渡邉 淳
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40 金沢医科大学病院 ゲノム医療センター 920-0293 石川県河北郡内灘町大学1-1 076-286-3511
（内）8353 076-218-8081 新井田 要

41 福井大学医学部附属病院 遺伝診療部 910-1193 福井県吉田郡永平寺町松岡
下合月23-3 0776-61-3111 0776-61-8150 井川 正道

42 浜松医科大学医学部附属病院 遺伝子診療部 431-3192 静岡県浜松市中央区半田山
1丁目20-1 053-435-2111 岩泉 守哉

43 岐阜大学医学部附属病院 ゲノム疾患・遺伝子診療センター 501-1194 岐阜県岐阜市柳戸1-1 058-230-6000 058-230-7354 小川 武則

44 名古屋大学医学部附属病院 ゲノム医療センター 466-8560 愛知県名古屋市昭和区
鶴舞町65

052-741-2111
（内）5043 052-744-2853 安藤 雄一

45 名古屋市立大学病院 臨床遺伝医療部 467-8601 愛知県名古屋市瑞穂区
瑞穂町川澄1番地 052-853-8241 052-842-2269 後藤 志信

46 藤田医科大学病院 遺伝子診療室 470-1192 愛知県豊明市沓掛町
田楽ヶ窪1-98

0562-93-2111
（内）9785 0562-93-8831 植野 さやか

47 愛知医科大学 臨床遺伝総合診療 480-1195 愛知県長久手市岩作雁又
1番地1 0561-62-3311 0561-63-1068 高木 潤子

48 三重大学医学部附属病院 ゲノム診療科 514-8507 三重県津市江戸橋2-174 059-232-1111
（内）5395 059-231-5136 奥川喜永

49 滋賀医科大学医学部附属病院 小児科・臨床遺伝相談科 520-2192 滋賀県大津市瀬田月輪町 077-548-2228 077-548-2230 丸尾 良浩

50 奈良県立医科大学附属病院 遺伝カウンセリング室 634-8522 奈良県橿原市四条町840 0744-29-8881 0744-24-9222 杉江 和馬

51 京都大学医学部附属病院 遺伝子診療部 606-8507 京都府京都市左京区聖護院
河原町54 075-751-4350 075-753-4649 万代 昌紀

52 京都府立医科大学附属病院 遺伝子診療部 602-8566 京都府京都市上京区河原町
通広小路上ル梶井町465 075-251-5659 075-251-5659 黒田 純也

53 大阪医科薬科大学病院 遺伝カウンセリング室 569-8686 大阪府高槻市大学町2-7 
（高槻郵便局私書箱第7号） 072-684-6751 072-684-6752 藤田 太輔

54 大阪大学医学部附属病院 遺伝子診療部 565-0871 大阪府吹田市山田丘2-15 06-6879-6558 06-6879-6539 髙橋 正紀

55 大阪公立大学医学部附属病院 ゲノム医療センター 545-8586 大阪府大阪市阿倍野区旭町
1-5-7

06-6645-2121
（内）3816 06-6636-8737 新宅 治夫

56 近畿大学病院 遺伝子診療部 589-8511 大阪府大阪狭山市大野東
377-2

072-366-0221
（内）5645 072-366-4846 西郷 和真

57 和歌山県立医科大学附属病院 遺伝診療部 641-0012 和歌山県和歌山市紀三井寺
811-1

073-447-2300
（内）2268 073-445-1161 南 佐和子

58 関西医科大学附属病院 臨床遺伝センター 573-1010 大阪府枚方市新町2-5-1 072-804-2517 072-804-2045 塚口 裕康

59 神戸大学医学部附属病院 遺伝子診療部 650-0017 兵庫県神戸市中央区楠町
7-5-2 078-382-6090 078-382-6099 野津 寛大

60 兵庫医科大学病院 遺伝子医療部 663-8501 兵庫県西宮市武庫川町1-1 0798-45-6346 0798-45-6347 宮﨑 彩子

61 岡山大学病院 臨床遺伝子診療科 700-8558 岡山県岡山市北区鹿田町
2-5-1 086-235-6987 086-235-6988 平沢 晃

62 川崎医科大学附属病院 遺伝診療センター 701-0192 岡山県倉敷市松島577 086-462-1111 086-462-7897 德富 智明

63 鳥取大学医学部附属病院 遺伝子診療科 683-8504 鳥取県米子市西町36-1 0859-38-6692 0859-38-6470 粟野 宏之

64 島根大学医学部附属病院 臨床遺伝診療部 693-8511 島根県出雲市塩冶町89-1 0853-88-3053 0853-20-2716 鞁嶋 有紀

65 広島大学病院 遺伝子診療科 734-8551 広島県広島市南区霞1-2-3 082-257-5965 082-257-1762 檜井 孝夫

66 山口大学医学部附属病院 遺伝・ゲノム診療部 755-8505 山口県宇部市南小串1-1-1 0836-85-3241 0836-85-3241 伊藤 浩史

67 徳島大学病院 ゲノム医療センター 770-8503 徳島県徳島市蔵本町2-50-1 088-633-9218 088-633-9219 森野 豊之

68 愛媛大学医学部附属病院 臨床遺伝医療部 791-0295 愛媛県東温市志津川 089-960-5125
（内）5123 089-960-5131 江口 真理子

69 高知大学医学部附属病院 臨床遺伝診療部 783-8505 高知県南国市岡豊町小蓮
185-1 088-888-2089 088-888-2140 久保 亨

70 香川大学医学部附属病院 臨床遺伝ゲノム診療科 761-0793 香川県木田郡三木町池戸
1750-1

087-898-5111
（内）0878912174 087-891-2175 隈元 謙介

71 産業医科大学病院 遺伝カウンセリング科 807-8556 福岡県北九州市八幡西区医
生ケ丘1-1 093-603-1611 093-603-3657 近藤 寛之

72 九州大学病院 臨床遺伝医療部 812-8582 福岡県福岡市東区馬出3丁目
1-1 092-642-5057 092-642-6926 加藤 聖子

73 福岡大学病院 遺伝医療室 814-0180 福岡県福岡市城南区七隈
7-45-1 092-801-1011 092-865-4114 四元 房典

74 久留米大学病院 遺伝外来 830-0011 福岡県久留米市旭町67番地 0942-35-3311 0942-38-1792 渡邊 順子

75 佐賀大学医学部附属病院 遺伝カウンセリング室 849-8501 佐賀県佐賀市鍋島5-1-1 0952-34-3149 0952-34-2071 副島 英伸

76 長崎大学病院 ゲノム診療センター
遺伝カウンセリング部門 852-8501 長崎県長崎市坂本1-7-1 095-819-7548 095-819-7548 三浦 清徳

77 熊本大学病院 遺伝診療センター 860-8556 熊本県熊本市中央区本荘
1-1-1 096-373-5713 096-373-6287 中村 公俊

78 大分大学医学部附属病院 遺伝子診療室 879-5593 大分県由布市挾間町医大ヶ
丘1丁目1番地 097-586-5833 097-586-5839 井原 健二

79 宮崎大学医学部附属病院 遺伝カウンセリング部 889-1692 宮崎県宮崎市清武町木原
5200 0985-85-9766 0985-85-6149 土井 宏太郎
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80 鹿児島大学病院 遺伝カウンセリング室 890-8520 鹿児島県鹿児島市桜ヶ丘
8-35-1 099-275-5028 099-275-6846 小林 裕明

81 琉球大学病院 遺伝カウンセリング室 901-2725 沖縄県宜野湾市字喜友名
1076番地

098-894-1301
（内）1414 098-894-1415 関根 正幸

82 東北医科薬科大学病院 遺伝子診療部 983-8512 宮城県仙台市宮城野区福室
1-12-1 022-259-1221 022-290-8959 下平 秀樹

83 国立精神・神経医療研究センター
病院 ゲノム診療部 187-8551 東京都小平市小川東町4-1-1 042-341-2711

（内）7262 高橋 祐二

84 国立循環器病研究センター ゲノム医療支援部 564-8565 大阪府吹田市岸部新町6-1 06-6170-1070 06-6170-1424 朝野 仁裕

85 国立健康危機管理研究機構
国立国際医療センター

メディカルゲノムセンター/
臨床ゲノム科 162-8655 東京都新宿区戸山1-21-1 03-3202-7181

（内）2896 03-3202-7364 加藤 規弘

86 国立成育医療研究センター 遺伝診療センター 157-8535 東京都世田谷区大蔵2-10-1 03-3416-0181 03-3416-2222 黒澤 健司

87 国立長寿医療研究センター メディカルゲノムセンター 474-8511 愛知県大府市森岡町7-430 0562-46-2311
（内）5060 0562-46-8594 尾崎 浩一

88 国立がん研究センター東病院 遺伝子診療部門 277-8577 千葉県柏市柏の葉6-5-1 04-7133-1111 04-7131-9960 桑田 健

89 国立がん研究センター中央病院 遺伝子診療部門 104-0045 東京都中央区築地5-1-1 03-3542-2511 03-3541-2685 平田 真

90 埼玉県立小児医療センター 遺伝診療センター/遺伝科 330-8777 埼玉県さいたま市中央区
新都心1-2 048-601-2200 048-601-2249 大橋 博文

91 千葉県こども病院 遺伝診療センター 266-0007 千葉県千葉市緑区辺田町
579-1

043-292-2111
（内）2281 043-292-3815 井上 毅信

92 地方独立行政法人神奈川県立病院
機構神奈川県立こども医療センター 遺伝科 232-8555 神奈川県横浜市南区六ッ川

2-138-4 045-711-2351 045-721-3324 黒田 友紀子

93 公立学校共済組合近畿中央病院 遺伝子診療センター 664-8533 兵庫県伊丹市車塚3丁目1番地 072-781-3712 072-779-1567 上道 知之

94 社会医療法人母恋天使病院 臨床遺伝センター 065-8611 北海道札幌市東区北12条東3
丁目1-1

011-711-0101
（内）4018 011-751-1708 外木 秀文

95 聖隷浜松病院 臨床遺伝センター 430-8558 静岡県浜松市中区住吉2-12-
12 053-474-2222 053-471-6050 内山 剛

96 独立行政法人国立病院機構
新潟病院 臨床研究部 945-8585 新潟県柏崎市赤坂町3-52 0257-22-2126 0257-24-9812 藤中 秀彦

97 地方独立行政法人東京都立病院機構
東京都立小児総合医療センター 遺伝診療部臨床遺伝科 183-8561 東京都府中市武蔵台2-8-29 042-300-5111

（内）5122 042-312-8162 吉橋 博史

98 がん・感染症センター
東京都立駒込病院 遺伝子診療科 113-8677 東京都文京区本駒込3-18-22 03-3823-2101 03-3824-1552 山口 達郎

99 大阪市立総合医療センター 遺伝子診療部 534-0021 大阪府大阪市都島区都島
本通2-13-22 06-6929-1221 06-6929-1090 中村 博昭

100 独立行政法人国立病院機構
医王病院 遺伝カウンセリング部門 920-0192 石川県金沢市岩出町二73-1 076-258-1180 076-258-6719 脇坂 晃子

101 名古屋市立大学医学部附属
西部医療センター 遺伝診療部 462-8508 愛知県名古屋市北区平手町

1-1-1 052-991-8121 052-916-2038 濱嶋 直樹

102 国立病院機構四国こどもとおとなの
医療センター 遺伝医療センター 765-8507 香川県善通寺市仙遊町2-1-1 0877-62-1000 0877-62-6311 近藤 朱音

103 学校法人聖路加国際大学
聖路加国際病院 遺伝診療センター 104-0044 東京都中央区明石町10-1 03-5550-2412 03-5550-2563 山中 美智子

104 独立行政法人国立病院機構
九州医療センター ゲノム診療部 810-8563 福岡県福岡市中央区地行浜

1-8-1 092-852-0700 092-847-8802 溝口 昌弘

106 兵庫県立尼崎総合医療センター 遺伝診療センター 660-8550 兵庫県尼崎市東難波町2丁目
17-77 06-6480-7000 06-6480-7001 佐藤 浩

107 国立病院機構京都医療センター 遺伝診療部 612-8555 京都府京都市伏見区深草向
畑町1-1 075-641-9161 075-645-2781 浅原 哲子

108 滋賀県立総合病院 遺伝子診療センター 524-8524 滋賀県守山市守山5丁目4番
30号 077-582-5031 077-582-5426 野崎 章仁

109 医療法人慈桜会瀬戸病院 遺伝診療部 359-1128 埼玉県埼玉県所沢市金山町
8-6 04-2922-0221 04-2922-9800 篠塚 憲男

110 北野病院 ブレストセンター乳腺外科 530-8480 大阪府大阪市北区扇町2丁目
4番20号 06-6131-1221 06-6312-8867 高原 祥子

111 国立病院機構東京医療センター 臨床遺伝センター 152-8902 東京都目黒区東が丘2-5-1 03-3411-0111 03-3412-9811 松永 達雄

112 静岡県立総合病院 ゲノム医療センター 420-8527 静岡県静岡市葵区北安東
4-27-1 054-247-6111 054-247-6187 臼井 健

113 社会医療法人愛仁会高槻病院 遺伝診療センター 569-1192 大阪府高槻市古曽部町1-3-
13 072-681-3801 072-682-3834 四本 由郁

114 愛知県がんセンター ゲノム医療センター・リスク
評価室 464-8681 愛知県名古屋市千種区鹿子

殿1-1 052-762-6111 052-764-2963 井本 逸勢

115 国立病院機構名古屋医療センター 遺伝診療科 460-0001 愛知県名古屋市中区三の丸
4-1-1

052-951-1111
（内）6129 052-951-0664 服部 浩佳

116 埼玉医科大学総合医療センター 遺伝相談室 350-8550 埼玉県川越市鴨田1981 049-228-3841 049-225-2033 高井 泰 
母里 淑子

117 日本赤十字社愛知医療センター
名古屋第一病院 臨床遺伝診療科 453-8511 愛知県名古屋市中村区道下町

3丁目35番地 052-481-5111 052-482-7733 安藤 智子

118 公益財団法人
ちば県民保健予防財団 診療部遺伝子診療科 261-0002 千葉県千葉市美浜区新港32-

14 043-246-8664 043-246-8694 野村 文夫

119 愛知県医療療育総合センター
遺伝診療科/中央病院及び 
遺伝子医療研究部門/ 
発達障害研究所

480-0392 愛知県春日井市神屋町713-8 0568-88-0811 0568-88-0838 稲葉 美枝
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80 鹿児島大学病院 遺伝カウンセリング室 890-8520 鹿児島県鹿児島市桜ヶ丘
8-35-1 099-275-5028 099-275-6846 小林 裕明

81 琉球大学病院 遺伝カウンセリング室 901-2725 沖縄県宜野湾市字喜友名
1076番地

098-894-1301
（内）1414 098-894-1415 関根 正幸

82 東北医科薬科大学病院 遺伝子診療部 983-8512 宮城県仙台市宮城野区福室
1-12-1 022-259-1221 022-290-8959 下平 秀樹

83 国立精神・神経医療研究センター
病院 ゲノム診療部 187-8551 東京都小平市小川東町4-1-1 042-341-2711

（内）7262 高橋 祐二

84 国立循環器病研究センター ゲノム医療支援部 564-8565 大阪府吹田市岸部新町6-1 06-6170-1070 06-6170-1424 朝野 仁裕

85 国立健康危機管理研究機構
国立国際医療センター

メディカルゲノムセンター/
臨床ゲノム科 162-8655 東京都新宿区戸山1-21-1 03-3202-7181

（内）2896 03-3202-7364 加藤 規弘

86 国立成育医療研究センター 遺伝診療センター 157-8535 東京都世田谷区大蔵2-10-1 03-3416-0181 03-3416-2222 黒澤 健司

87 国立長寿医療研究センター メディカルゲノムセンター 474-8511 愛知県大府市森岡町7-430 0562-46-2311
（内）5060 0562-46-8594 尾崎 浩一

88 国立がん研究センター東病院 遺伝子診療部門 277-8577 千葉県柏市柏の葉6-5-1 04-7133-1111 04-7131-9960 桑田 健

89 国立がん研究センター中央病院 遺伝子診療部門 104-0045 東京都中央区築地5-1-1 03-3542-2511 03-3541-2685 平田 真

90 埼玉県立小児医療センター 遺伝診療センター/遺伝科 330-8777 埼玉県さいたま市中央区
新都心1-2 048-601-2200 048-601-2249 大橋 博文

91 千葉県こども病院 遺伝診療センター 266-0007 千葉県千葉市緑区辺田町
579-1

043-292-2111
（内）2281 043-292-3815 井上 毅信

92 地方独立行政法人神奈川県立病院
機構神奈川県立こども医療センター 遺伝科 232-8555 神奈川県横浜市南区六ッ川

2-138-4 045-711-2351 045-721-3324 黒田 友紀子

93 公立学校共済組合近畿中央病院 遺伝子診療センター 664-8533 兵庫県伊丹市車塚3丁目1番地 072-781-3712 072-779-1567 上道 知之

94 社会医療法人母恋天使病院 臨床遺伝センター 065-8611 北海道札幌市東区北12条東3
丁目1-1

011-711-0101
（内）4018 011-751-1708 外木 秀文

95 聖隷浜松病院 臨床遺伝センター 430-8558 静岡県浜松市中区住吉2-12-
12 053-474-2222 053-471-6050 内山 剛

96 独立行政法人国立病院機構
新潟病院 臨床研究部 945-8585 新潟県柏崎市赤坂町3-52 0257-22-2126 0257-24-9812 藤中 秀彦

97 地方独立行政法人東京都立病院機構
東京都立小児総合医療センター 遺伝診療部臨床遺伝科 183-8561 東京都府中市武蔵台2-8-29 042-300-5111

（内）5122 042-312-8162 吉橋 博史

98 がん・感染症センター
東京都立駒込病院 遺伝子診療科 113-8677 東京都文京区本駒込3-18-22 03-3823-2101 03-3824-1552 山口 達郎

99 大阪市立総合医療センター 遺伝子診療部 534-0021 大阪府大阪市都島区都島
本通2-13-22 06-6929-1221 06-6929-1090 中村 博昭

100 独立行政法人国立病院機構
医王病院 遺伝カウンセリング部門 920-0192 石川県金沢市岩出町二73-1 076-258-1180 076-258-6719 脇坂 晃子

101 名古屋市立大学医学部附属
西部医療センター 遺伝診療部 462-8508 愛知県名古屋市北区平手町

1-1-1 052-991-8121 052-916-2038 濱嶋 直樹

102 国立病院機構四国こどもとおとなの
医療センター 遺伝医療センター 765-8507 香川県善通寺市仙遊町2-1-1 0877-62-1000 0877-62-6311 近藤 朱音

103 学校法人聖路加国際大学
聖路加国際病院 遺伝診療センター 104-0044 東京都中央区明石町10-1 03-5550-2412 03-5550-2563 山中 美智子

104 独立行政法人国立病院機構
九州医療センター ゲノム診療部 810-8563 福岡県福岡市中央区地行浜

1-8-1 092-852-0700 092-847-8802 溝口 昌弘

106 兵庫県立尼崎総合医療センター 遺伝診療センター 660-8550 兵庫県尼崎市東難波町2丁目
17-77 06-6480-7000 06-6480-7001 佐藤 浩

107 国立病院機構京都医療センター 遺伝診療部 612-8555 京都府京都市伏見区深草向
畑町1-1 075-641-9161 075-645-2781 浅原 哲子

108 滋賀県立総合病院 遺伝子診療センター 524-8524 滋賀県守山市守山5丁目4番
30号 077-582-5031 077-582-5426 野崎 章仁

109 医療法人慈桜会瀬戸病院 遺伝診療部 359-1128 埼玉県埼玉県所沢市金山町
8-6 04-2922-0221 04-2922-9800 篠塚 憲男

110 北野病院 ブレストセンター乳腺外科 530-8480 大阪府大阪市北区扇町2丁目
4番20号 06-6131-1221 06-6312-8867 高原 祥子

111 国立病院機構東京医療センター 臨床遺伝センター 152-8902 東京都目黒区東が丘2-5-1 03-3411-0111 03-3412-9811 松永 達雄

112 静岡県立総合病院 ゲノム医療センター 420-8527 静岡県静岡市葵区北安東
4-27-1 054-247-6111 054-247-6187 臼井 健

113 社会医療法人愛仁会高槻病院 遺伝診療センター 569-1192 大阪府高槻市古曽部町1-3-
13 072-681-3801 072-682-3834 四本 由郁

114 愛知県がんセンター ゲノム医療センター・リスク
評価室 464-8681 愛知県名古屋市千種区鹿子

殿1-1 052-762-6111 052-764-2963 井本 逸勢

115 国立病院機構名古屋医療センター 遺伝診療科 460-0001 愛知県名古屋市中区三の丸
4-1-1

052-951-1111
（内）6129 052-951-0664 服部 浩佳

116 埼玉医科大学総合医療センター 遺伝相談室 350-8550 埼玉県川越市鴨田1981 049-228-3841 049-225-2033 高井 泰 
母里 淑子

117 日本赤十字社愛知医療センター
名古屋第一病院 臨床遺伝診療科 453-8511 愛知県名古屋市中村区道下町

3丁目35番地 052-481-5111 052-482-7733 安藤 智子

118 公益財団法人
ちば県民保健予防財団 診療部遺伝子診療科 261-0002 千葉県千葉市美浜区新港32-

14 043-246-8664 043-246-8694 野村 文夫

119 愛知県医療療育総合センター
遺伝診療科/中央病院及び 
遺伝子医療研究部門/ 
発達障害研究所

480-0392 愛知県春日井市神屋町713-8 0568-88-0811 0568-88-0838 稲葉 美枝
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120 大阪急性期・総合医療センター 遺伝診療センター 558-8558 大阪府大阪市住吉区万代東
3丁目1番56号 06-6692-1201 06-6606-7000 坂口 学

121 東邦大学医療センター佐倉病院 臨床遺伝診療センター 285-8741 千葉県佐倉市下志津564−1 043-462-8811
（内）6433 043-462-8820 内海 孝信

122 日本赤十字社愛知医療センター
名古屋第二病院 臨床遺伝診療科 466-8650 愛知県名古屋市昭和区

妙見町2-9 052-832-1121 052-832-1130 加藤 紀子

123 神奈川県立がんセンター 遺伝診療科 241-8515 神奈川県横浜市旭区中尾
2-3-2 045-520-2222 045-520-2202 成松 宏人

124 亀田総合病院 臨床遺伝科 296-8602 千葉県鴨川市東町929番地 04-7092-2211 04-7099-1103 門岡 みずほ

125 地方独立行政法人東京都立病院機構
東京都立多摩総合医療センター ゲノム診療科 183-8524 東京都府中市武蔵台2-8-29 042-323-5111

（内）4079 042-312-9197 井上 大

126 静岡県立静岡がんセンター ゲノム医療推進部
遺伝カウンセリング室 411-8777 静岡県駿東郡長泉町下長窪

1007 055-989-5222 055-989-5692 松林 宏行

127 茨城県立中央病院 遺伝子診療部 309-1793 茨城県笠間市鯉淵6528 0296-77-1121
（内）5750 0296-77-2886 齋藤 誠

128 昭和大学横浜市北部病院 臨床遺伝・ゲノム医療センター 224-8503 神奈川県横浜市都筑区
茅ケ崎中央35-1 045-949-7000 045-949-7297 富永 牧子

129 香川県立中央病院 ゲノム医療センター 760-8557 香川県高松市朝日町一丁目
2番1号

087-811-3333
（内）2760 087-802-1188 中西 美惠

130 堺市立総合医療センター 遺伝診療科 593-8304 大阪府堺市西区家原寺町1丁
1番1号 072-272-1199 072-272-9911 階堂 三砂子

131 青森県立中央病院 臨床遺伝科 030-8553 青森県青森市東造道2-1-1 017-726-8111
（内）3203 017-726-8273 北澤 淳一

132 兵庫県立がんセンター 遺伝診療科 673-8558 兵庫県明石市北王子町13-70 078-929-1151 078-929-2380 松本 光史

133 国立病院機構北海道がんセンター がんゲノム医療センター 003-0804 北海道札幌市白石区菊水4条
2丁目3-54 011-811-9111 011-832-0652 横内 浩

134 富山県立中央病院 遺伝診療科 930-8550 富山県富山市西長江2丁目
2-78

076-424-1531
（内）9670 076-422-0667 八田 尚人

135 独立行政法人国立病院機構
福山医療センター がんゲノム医療センター 720-8520 広島県福山市沖野上町4丁目

14-17 084-922-0001 084-931-3969 三好 和也

136 トヨタ記念病院 ゲノム医療科 471-8513 愛知県豊田市平和町1丁目1 0565-28-0100 0565-24-7170 町田 純一郎

137 佐世保市総合医療センター ゲノム医療センター
遺伝カウンセリング室 857-8511 長崎県佐世保市平瀬町9番地

3
0956-24-1515

（内）6287 0956-22-4641 野々下 晃子

138 県立広島病院 ゲノム診療科 734-8530 広島県広島市南区宇品神田
1丁目5-54 082-254-1818 082-253-8274 土井 美帆子

139 横浜市立大学附属
市民総合医療センター 遺伝子診療科 232-0024 神奈川県横浜市南区浦舟町

4-57
045-261-5656

（内）7131 045-241-5550 田野島 美城

140 独立行政法人国立病院機構
四国がんセンター 遺伝性がん診療科 791-0280 愛媛県松山市南梅本町甲160 089-999-1111 089-999-1100 山本 弥寿子

141 兵庫県立こども病院 臨床遺伝科 650-0047 兵庫県神戸市中央区港島南
町1-6-7

078-945-7300
（内）38042 078-302-1023 森貞 直哉

142 がん研有明病院 臨床遺伝医療部 135-8550 東京都江東区有明3丁目8-31 03-3520-0111 03-3570-0343 植木 有紗

143 姫路赤十字病院 遺伝子診療科 670-8540 兵庫県姫路市下手野1丁目12
番1号

079-294-2251
（内）1049 079-296-4050 甲斐 恭平

144 岐阜県総合医療センター 遺伝子診療科 500-8717 岐阜県岐阜市野一色4丁目
6-1 058-246-1111 058-248-3805 金子 英雄

145 武蔵野赤十字病院 がんゲノム医療センター
遺伝外来 180-8610 東京都武蔵野市境南町1丁目

26-1 0422-32-3111 0422-34-2835 渡邉 尚文

146 神戸市立医療センター
中央市民病院 遺伝センター 650-0047 兵庫県神戸市中央区港島南

町2-1-1
078-302-4321
（内）39448 078-302-7537 安井 久晃

147 島根県立中央病院 臨床ゲノム医療推進室 693-8555 島根県出雲市姫原4−1−1 0853-22-5111
（内）6482 0853-21-2175 川上 耕史

148 加古川中央市民病院 遺伝子診療部 675-8611 兵庫県加古川市加古川町
本町439番地 079-451-5500 079-451-8642 金田 邦彦

149 東京都立墨東病院 遺伝子診療科 130-8575 東京都墨田区江東橋4-23-15 03-3633-6151
（内）5833 兵藤 博信

150 倉敷中央病院 遺伝診療部 710-8602 岡山県倉敷市美和1丁目1-1 086-422-0210 086-421-3424 二宮 伸介

151 千葉県がんセンター 遺伝子診断部 260-0801 千葉県千葉市中央区
仁戸名町666-2

043-264-5431
（内）7351 043-262-8680 横井 左奈

152 埼玉県立がんセンター 遺伝科 362-0806 埼玉県北足立郡伊奈町小室
780 048-722-1111 吉田 玲子

153 函館五稜郭病院 臨床遺伝科 040-8611 北海道函館市五稜郭町38番
3号 0138-51-2295 0138-56-2695 八ツ賀 秀一

154 独立行政法人国立病院機構
岡山医療センター がんゲノム医療センター 701-1192 岡山県岡山市北区田益1711-1 086-294-9911 086-294-9255 角南 一貴

155 JCHO船橋中央病院 臨床遺伝科 273-8556 千葉県船橋市海神6丁目13-
10

047-433-2111
（内）3747 047-435-2655 市川 智彦

156 相澤病院 遺伝子診療科 390-8510 長野県松本市本庄2丁目5-1 0263-33-8600 0263-33-8609 茂木 英明

157 那須赤十字病院 遺伝診療科 324-8686
栃木県大田原市中田原1081
番地4（大田原郵便局私書箱
第15号）

0287-23-1122
（内）6142 0287-23-3004 田村 光

2026.2.1現在
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選挙サイト ▶▶▶ https://zeniden.hp.peraichi.com/

選挙サイト利用案内

選挙専用サイトの活用方法について

役員選出に関する細則は
こちらから確認できます。

お問い合せフォームは
こちらから

理事 立候補フォーム

選挙権者の変更フォーム

選挙時の選挙権者は、全国遺伝子医療
部門連絡会議に登録されている
施設代表者に権利を原則付与します。

なお、施設代表者以外に権利を付与し
たい場合はこちらから入力ください

各施設の代表者をご確認
できます。

維持機関会員施設に所属する
個人とします。

選挙サイト：https://zeniden.hp.peraichi.com/

【A】

【B】

令和６年２月吉日
維持機関会員 各位

全国遺伝子医療部門連絡会議
理事長 小杉眞司

【2024年度理事選出】理事立候補/選挙権者確定に関して
拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
平素は当会への御参加および御協力を賜り誠にありがとうございます。

さて全国遺伝子医療部門連絡会議では役員の選出に関し、2024年度より公選制を導入
いたします。役員選出に関する細則は別紙をご参照頂きますようお願い申し上げます。
まずは「理事立候補」および「選挙権者の確定」を進めたいと存じます。詳細は以下
をご参照ください。選出・選挙に関しては専用ホームページを設置しておりますので
そちらご活用頂きますようお願い申し上げます。

敬具

専用サイトに立候補専用フォームがございますので
そちらから立候補ください

全国遺伝子医療部門連絡会議

理事選出方法 原則として 立候補によるものとする

立候補資格・条件 維持機関会員施設に所属する個人とする
人数 理事：９名とする

決定方法 会員（維持機関会員）によるオンライン選挙（１施設・１回の投票／但し５名まで
を選出）
※立候補者が定員を超えない場合は、選挙は実施いたしません。

スケジュール ＜理事の立候補期限＞３月３１日
＜投票期間＞４月１０日～４月３０日
なお上記はあくまでも予定であり、都合により変更する可能性があることをご了解ください。

任期 ４年

立候補方法

理事 立候補に関して 【期限】 2024年３月３１日（日）厳守

専用サイトに申請フォームがございますのでそちらから申請ください。申請方法

選挙権者の確定に関して

選挙時の選挙権者は、全国遺伝子医療部門連絡会議に登録されている施設代表者に権利を
原則付与します。
なお、施設代表者以外に権利を付与したい場合は別途専用のフォームより申請をお願いします。

【期限】 2024年３月３１日（日）厳守

学会サイト：http://www.idenshiiryoubumon.org/
選挙サイト：https://zeniden.hp.peraichi.com/

■事務連絡先：株式会社 成進社印刷
〒390-0815 長野県松本市深志2-8-13
お問い合せは各サイトのお問い合せフォームより
お願い申し上げます。

立候補者が定員を超えた場合選挙を行います。オンライン投票にて行いますが
詳細については、４月１日以降に別途ご案内していきます。

－　46　－

全国遺伝子医療部門連絡会議会則 
 

第１章 総則 
（名称） 
第１条 本会は，全国遺伝子医療部門連絡会議 The National Liaison Council for Clinical Sections of 

Medical Genetics と称する．（以下，本会という．） 
（組織） 
第２条 本会は全国の大学病院及びその他の医療機関の遺伝子医療部門を維持機関とし，次の構成員か

らなる． 
（１）正会員 維持機関の構成員 
（２）個人会員   本会の趣旨に賛同し，理事会の承認を受けた者 
 
第２章 目的及び事業 
（目的） 
第３条 本会は大学病院及びその他の医療機関の遺伝子医療部門の連携を保ち，学術的・社会的事柄に

関する情報交換，並びに構成員相互の意見交換を図り，もって遺伝子医療（遺伝カウンセリング，
遺伝学的検査等）の発展に寄与することを目的とする． 

（事業） 
第４条 本会は前条の目的を達成するために，次の事業を行なう． 
（１） 年１回以上の総会及び大会の開催 
（２） 会誌の発行 
（３） その他本会の目的を達成するために必要な事業 
 
第３章   
（役員） 
第５条 本会に次の役員を置く．  
（１） 理事長 １名 
（２） 常任理事 9 名（理事長を含む） 
（３） 監事 ２名 
（４） 大会理事 3 名（前年度大会担当・本年度大会担当・次年度大会担当各１名） 
（５） 事務局長 1名 
（理事長） 
第６条 理事長は，本会を代表し，理事会を組織して，業務を総括する． 
（理事） 
第７条 常任理事は，本会の事業につき理事長を補佐し，または代行する． 
（監事） 
第８条 監事は，理事会に出席し，会務を監査して，総会に報告する． 
（大会長） 
第９条 大会長は就任 2年目の大会理事が担当し、総会及び大会を主催する． 
（任期） 
第 10 条 （１）－（３）の役員の任期は、４年，（４）の役員は 3 年とし、再任を妨げない．任期の開

資料13 会則・細則・理事会申し合わせ事項　改定案
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選挙サイト ▶▶▶ https://zeniden.hp.peraichi.com/

選挙サイト利用案内

選挙専用サイトの活用方法について

役員選出に関する細則は
こちらから確認できます。

お問い合せフォームは
こちらから

理事 立候補フォーム

選挙権者の変更フォーム

選挙時の選挙権者は、全国遺伝子医療
部門連絡会議に登録されている
施設代表者に権利を原則付与します。

なお、施設代表者以外に権利を付与し
たい場合はこちらから入力ください

各施設の代表者をご確認
できます。

維持機関会員施設に所属する
個人とします。

選挙サイト：https://zeniden.hp.peraichi.com/

【A】

【B】

令和６年２月吉日
維持機関会員 各位

全国遺伝子医療部門連絡会議
理事長 小杉眞司

【2024年度理事選出】理事立候補/選挙権者確定に関して
拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
平素は当会への御参加および御協力を賜り誠にありがとうございます。

さて全国遺伝子医療部門連絡会議では役員の選出に関し、2024年度より公選制を導入
いたします。役員選出に関する細則は別紙をご参照頂きますようお願い申し上げます。
まずは「理事立候補」および「選挙権者の確定」を進めたいと存じます。詳細は以下
をご参照ください。選出・選挙に関しては専用ホームページを設置しておりますので
そちらご活用頂きますようお願い申し上げます。

敬具

専用サイトに立候補専用フォームがございますので
そちらから立候補ください

全国遺伝子医療部門連絡会議

理事選出方法 原則として 立候補によるものとする

立候補資格・条件 維持機関会員施設に所属する個人とする
人数 理事：９名とする

決定方法 会員（維持機関会員）によるオンライン選挙（１施設・１回の投票／但し５名まで
を選出）
※立候補者が定員を超えない場合は、選挙は実施いたしません。

スケジュール ＜理事の立候補期限＞３月３１日
＜投票期間＞４月１０日～４月３０日
なお上記はあくまでも予定であり、都合により変更する可能性があることをご了解ください。

任期 ４年

立候補方法

理事 立候補に関して 【期限】 2024年３月３１日（日）厳守

専用サイトに申請フォームがございますのでそちらから申請ください。申請方法

選挙権者の確定に関して

選挙時の選挙権者は、全国遺伝子医療部門連絡会議に登録されている施設代表者に権利を
原則付与します。
なお、施設代表者以外に権利を付与したい場合は別途専用のフォームより申請をお願いします。

【期限】 2024年３月３１日（日）厳守

学会サイト：http://www.idenshiiryoubumon.org/
選挙サイト：https://zeniden.hp.peraichi.com/

■事務連絡先：株式会社 成進社印刷
〒390-0815 長野県松本市深志2-8-13
お問い合せは各サイトのお問い合せフォームより
お願い申し上げます。

立候補者が定員を超えた場合選挙を行います。オンライン投票にて行いますが
詳細については、４月１日以降に別途ご案内していきます。

－　46　－

全国遺伝子医療部門連絡会議会則 
 

第１章 総則 
（名称） 
第１条 本会は，全国遺伝子医療部門連絡会議 The National Liaison Council for Clinical Sections of 

Medical Genetics と称する．（以下，本会という．） 
（組織） 
第２条 本会は全国の大学病院及びその他の医療機関の遺伝子医療部門を維持機関とし，次の構成員か

らなる． 
（１）正会員 維持機関の構成員 
（２）個人会員   本会の趣旨に賛同し，理事会の承認を受けた者 
 
第２章 目的及び事業 
（目的） 
第３条 本会は大学病院及びその他の医療機関の遺伝子医療部門の連携を保ち，学術的・社会的事柄に

関する情報交換，並びに構成員相互の意見交換を図り，もって遺伝子医療（遺伝カウンセリング，
遺伝学的検査等）の発展に寄与することを目的とする． 

（事業） 
第４条 本会は前条の目的を達成するために，次の事業を行なう． 
（１） 年１回以上の総会及び大会の開催 
（２） 会誌の発行 
（３） その他本会の目的を達成するために必要な事業 
 
第３章   
（役員） 
第５条 本会に次の役員を置く．  
（１） 理事長 １名 
（２） 常任理事 9 名（理事長を含む） 
（３） 監事 ２名 
（４） 大会理事 3 名（前年度大会担当・本年度大会担当・次年度大会担当各１名） 
（５） 事務局長 1名 
（理事長） 
第６条 理事長は，本会を代表し，理事会を組織して，業務を総括する． 
（理事） 
第７条 常任理事は，本会の事業につき理事長を補佐し，または代行する． 
（監事） 
第８条 監事は，理事会に出席し，会務を監査して，総会に報告する． 
（大会長） 
第９条 大会長は就任 2年目の大会理事が担当し、総会及び大会を主催する． 
（任期） 
第 10 条 （１）－（３）の役員の任期は、４年，（４）の役員は 3 年とし、再任を妨げない．任期の開
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選挙サイト ▶▶▶ https://zeniden.hp.peraichi.com/

選挙サイト利用案内

選挙専用サイトの活用方法について

役員選出に関する細則は
こちらから確認できます。

お問い合せフォームは
こちらから

理事 立候補フォーム

選挙権者の変更フォーム

選挙時の選挙権者は、全国遺伝子医療
部門連絡会議に登録されている
施設代表者に権利を原則付与します。

なお、施設代表者以外に権利を付与し
たい場合はこちらから入力ください

各施設の代表者をご確認
できます。

維持機関会員施設に所属する
個人とします。

選挙サイト：https://zeniden.hp.peraichi.com/

【A】

【B】

令和６年２月吉日
維持機関会員 各位

全国遺伝子医療部門連絡会議
理事長 小杉眞司

【2024年度理事選出】理事立候補/選挙権者確定に関して
拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
平素は当会への御参加および御協力を賜り誠にありがとうございます。

さて全国遺伝子医療部門連絡会議では役員の選出に関し、2024年度より公選制を導入
いたします。役員選出に関する細則は別紙をご参照頂きますようお願い申し上げます。
まずは「理事立候補」および「選挙権者の確定」を進めたいと存じます。詳細は以下
をご参照ください。選出・選挙に関しては専用ホームページを設置しておりますので
そちらご活用頂きますようお願い申し上げます。

敬具

専用サイトに立候補専用フォームがございますので
そちらから立候補ください

全国遺伝子医療部門連絡会議

理事選出方法 原則として 立候補によるものとする

立候補資格・条件 維持機関会員施設に所属する個人とする
人数 理事：９名とする

決定方法 会員（維持機関会員）によるオンライン選挙（１施設・１回の投票／但し５名まで
を選出）
※立候補者が定員を超えない場合は、選挙は実施いたしません。

スケジュール ＜理事の立候補期限＞３月３１日
＜投票期間＞４月１０日～４月３０日
なお上記はあくまでも予定であり、都合により変更する可能性があることをご了解ください。

任期 ４年

立候補方法

理事 立候補に関して 【期限】 2024年３月３１日（日）厳守

専用サイトに申請フォームがございますのでそちらから申請ください。申請方法

選挙権者の確定に関して

選挙時の選挙権者は、全国遺伝子医療部門連絡会議に登録されている施設代表者に権利を
原則付与します。
なお、施設代表者以外に権利を付与したい場合は別途専用のフォームより申請をお願いします。

【期限】 2024年３月３１日（日）厳守

学会サイト：http://www.idenshiiryoubumon.org/
選挙サイト：https://zeniden.hp.peraichi.com/

■事務連絡先：株式会社 成進社印刷
〒390-0815 長野県松本市深志2-8-13
お問い合せは各サイトのお問い合せフォームより
お願い申し上げます。

立候補者が定員を超えた場合選挙を行います。オンライン投票にて行いますが
詳細については、４月１日以降に別途ご案内していきます。
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全国遺伝子医療部門連絡会議会則 
 

第１章 総則 
（名称） 
第１条 本会は，全国遺伝子医療部門連絡会議 The National Liaison Council for Clinical Sections of 

Medical Genetics と称する．（以下，本会という．） 
（組織） 
第２条 本会は全国の大学病院及びその他の医療機関の遺伝子医療部門を維持機関とし，次の構成員か

らなる． 
（１）正会員 維持機関の構成員 
（２）個人会員   本会の趣旨に賛同し，理事会の承認を受けた者 
 
第２章 目的及び事業 
（目的） 
第３条 本会は大学病院及びその他の医療機関の遺伝子医療部門の連携を保ち，学術的・社会的事柄に

関する情報交換，並びに構成員相互の意見交換を図り，もって遺伝子医療（遺伝カウンセリング，
遺伝学的検査等）の発展に寄与することを目的とする． 

（事業） 
第４条 本会は前条の目的を達成するために，次の事業を行なう． 
（１） 年１回以上の総会及び大会の開催 
（２） 会誌の発行 
（３） その他本会の目的を達成するために必要な事業 
 
第３章   
（役員） 
第５条 本会に次の役員を置く．  
（１） 理事長 １名 
（２） 常任理事 9 名（理事長を含む） 
（３） 監事 ２名 
（４） 大会理事 3 名（前年度大会担当・本年度大会担当・次年度大会担当各１名） 
（５） 事務局長 1 名 
（理事長） 
第６条 理事長は，本会を代表し，理事会を組織して，業務を総括する． 
（理事） 
第７条 常任理事は，本会の事業につき理事長を補佐し，または代行する． 
（監事） 
第８条 監事は，理事会に出席し，会務を監査して，総会に報告する． 
（大会長） 
第９条 大会長は就任 2年目の大会理事が担当し、総会及び大会を主催する． 
（任期） 
第 10 条 （１）－（３）の役員の任期は、４年，（４）の役員は 3 年とし、再任を妨げない．任期の開
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始は、選出年の 7月 1 日からとする. 
  
第４章 総会 
（総会の組織） 
第 11 条 総会の組織は，維持機関代表者及び役員によって構成される． 
（総会の開催） 
第 12 条 総会は通常総会及び臨時総会とする． 
（１） 通常総会には，維持機関代表者及び役員が出席し，大会開催期間に行なう． 
（２） 臨時総会は必要に応じて，理事長が招集し，維持機関代表者及び役員が参加する． 
（総会の審議事項） 
第 13 条 通常総会は次の事項を審議する． 
（１） 予算及び決算に関すること 
（２） 総会及び大会に関すること 
（３） 本会則の改正に関すること 
（４） その他，本会の運営に関すること 
（総会の議長） 
第 14 条 議長には大会長をもってあてる． 
２ 大会長に事故がある時は，理事長が仮議長となり，議長を選出する． 
（定足数及び表決） 
第 15 条 通常総会は，維持機関代表者の３分の２以上の出席（委任状を含む．）により成立する． 
２ 通常総会の議事は，出席代表者の過半数をもって決する．可否同数の時は議長の決するところとす

る． 
３ 維持機関の代表者が出席できない時は，維持機関が任命した代理者が表決権をもって出席すること

ができる． 
 
第５章 会計 
第 16 条 本会の経費は，会費その他の収入による． 
（年会費） 
第 17 条 維持機関の年会費は５万円とする． 
２ 個人会員は大会参加費を負担する． 
（会計年度） 
第 18 条 本会の会計年度は，毎年 7 月１日に始まり翌年 6月 30日に終わる． 
 
第６章 事務局 
第 19 条 本会に事務局をおく． 
２ 事務局に，事務局長１名及び事務局員若干名をおく． 
 
第７章 会則変更等 
（会則変更） 
第 20 条 本会則の変更には，総会において出席した維持機関代表者の３分の２以上の同意を必要とす

る． 
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（雑則） 
第 21 条 本会則に定めてある条項の他，必要事項は理事会が定め総会において報告する． 
附則 
１ 本会則は，平成20年4月1日から施行する． 
２ 本会の事務局は，信州大学医学部附属病院遺伝子医療研究センター内に置く． 
３ この会則の改訂は平成24年10月28日から施行する． 
４ この会則の改訂は平成 25年 11 月 24 日から施行する. 
５ この会則の改訂は平成 30年 10 月 14 日から施行する． 
６ この会則の改訂は令和 5年 11 月 23日から施行する 
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（雑則） 
第 21 条 本会則に定めてある条項の他，必要事項は理事会が定め総会において報告する． 
附則 
１ 本会則は，平成20年4月1日から施行する． 
２ 本会の事務局は，信州大学医学部附属病院遺伝子医療研究センター内に置く． 
３ この会則の改訂は平成24年10月28日から施行する． 
４ この会則の改訂は平成 25年 11 月 24 日から施行する. 
５ この会則の改訂は平成 30年 10 月 14 日から施行する． 
６ この会則の改訂は令和 5年 11 月 23日から施行する 
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全国遺伝子医療部門連絡会議細則 
 

第 1章 役員の選任 
1. 常任理事・監事・理事長は選挙によって選任する。立候補者が定数を越えない場合は、選挙は実施

しない。立候補者が定員に満たない場合は、理事会による推薦により選任する。 
2. 常任理事は任期終年の 3月末までの立候補者を対象に 4月末までに機関会員による選挙によって選

任する． 
3. 理事長は選任された常任理事の中から 5 月末までの立候補者を対象に、常任理事による選挙で選任

する。 
4. 監事は，常任理事以外による 5 月末までの立候補者を対象に、常任理事による選挙で選任する。立

候補者が定数を越えない場合は、選挙は実施しない。立候補者が定員に満たない場合は、理事会に
よる推薦により選任する。 

5. 大会理事は、担当する会議の前年の 6 月までに理事会で決定し、総会で報告。大会理事は常任理事、
理事長、監事が兼任することが可能である。 

6. 事務局長は, 理事会において決定し、総会で報告する。 
7. 役員は、下記の維持機関会員の施設に所属する個人とする。 
 
第 2章 維持機関会員 
維持機関会員の要件は下記のいずれかを満足する施設とする 
 1）大学病院等の医育機関 

2）国立高度医療機関 
 3）臨床遺伝専門医制度・研修施設 
 4）臨床遺伝専門医制度・研修施設となることを計画中の病院 
 5）認定遺伝カウンセラー養成施設 
 6）遺伝子医療に組織的に取り組んでいる病院 
 
第 3章 個人参加の要件 
大会への個人参加の要件は下記のいずれかを満足するものとし、事前に理事会の承認を得る 
 1）遺伝子医療部門と関係のある者 
 2）遺伝子医療の提供に関係のある者 

 （遺伝学的検査関係者，遺伝カウンセリング担当者，等） 
 
第 4章 事務局 
事務局は信州大学医学部附属病院遺伝子医療研究センター とするが，運営事務局は下記とする． 

運営事務局： 株式会社成進社印刷（担当：北原修） 
長野県松本市深志 2-8-13 
TEL.0263-32-2301 FAX.0263-36-4691 
E-mail: zeniden@seisin.cc 

 
第 5章 総会、大会 
1） 原則として，総会，大会は毎年10月から11月までに開催する． 
2) 総会、大会の取り纏めを行う大会理事を前年の６月までに理事会で決定する． 
3)  8月末までに通常総会、大会のプログラムを決定する． 
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第 4章 事務局 
事務局は信州大学医学部附属病院遺伝子医療研究センター とするが，運営事務局は下記とする． 

運営事務局： 株式会社成進社印刷（担当：北原修） 
長野県松本市深志 2-8-13 
TEL.0263-32-2301 FAX.0263-36-4691 
E-mail: zeniden@seisin.cc 

 
第 5章 総会、大会 
1） 原則として，総会，大会は毎年10月から11月までに開催する． 
2) 総会、大会の取り纏めを行う大会理事を前年の６月までに理事会で決定する． 
3)  8月末までに通常総会、大会のプログラムを決定する． 
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4) 大会は、原則として講演、代表者ワークショップ、総合討論で構成する． 
5) 2か月前までに，維持機関へのプログラム送付および維持機関からの参加者登録受付を開始する。
プログラムを連絡会議ＨＰに公開し，個人参加申込受付を開始する。後援３学会にプログラム情報を送
付，各学会ＨＰへの掲載を依頼する． 
6) 1か月前に，参加者登録を締切る 
7)  通常総会には各部門の代表者１名のみが出席し，会務等についての議決を行なう． 
8) 代表者ワークショップのコーディネータは理事会で決定する．また，コーディネータは記録係を指
名する.  
9)  代表者ワークショップにおいては，「遺伝子医療部門」の代表者が討論の中核を担い，その他の出
席者は，オブザーバーとして参加することを原則とする．しかし，実際の議事の進め方については，コ
ーディネータに一任する． 
10） 連絡会議の討論内容はテープおこしをし，報告書に記載する．翌年3月までに大会の報告書を維持
機関に郵送するとともにＨＰに公開する 
 
第 6章 年間活動内容 
1）「本会は大学病院及びその他の医療機関の遺伝子医療部門の連携を保ち，学術的・社会的事柄に関す
る情報交換，並びに構成員相互の意見交換を図り，もって遺伝子医療（遺伝カウンセリング，遺伝学的
検査等）の発展に寄与することを目的とする．」という会則に則った活動を行う． 
2）連絡会議の開催，および連絡会議報告書の作成 
3）各種調査の企画・実施，および他機関の行う調査への協力 
4）国，厚生労働省，文部科学省，学会，諸団体等への働きかけ 
5）報告書，HP等による広報活動（新「遺伝医学系統講義」DVD 貸出事業を含む） 
 
第 7章 担当役員（担当理事） 
役員の担当業務を下記に定める. 
1) 大会講演者の調整 
2) 大会代表者ワークショップコーディネータの調整 
3) 大会個人参加者の確認 
4) 維持機関会員の検討 
5) アンケート実施依頼、リンク依頼の検討 
6) 3)-5)については、担当理事確認の後、メール理事会へ諮問する。1 週間以内に異論のない場合は承

認されたものとみなす。 
 
第 8章 委員会 
年間活動の推進のために下記の委員会を設置する。委員長は理事会で定める。 
1) 遺伝子医療実施施設検索システム委員会 
2) GeneReviews Japan委員会 
3) Actionability Working Group-Japan委員会 
4) NGSD（次世代スーパードクター育成）プロジェクト支援委員会 
5) HP 担当 
その他、必要に応じた委員会を設置することができる。 
 
第 9章 顧問 
円滑な運営のために、本会に顧問をおくことができる。 
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全国遺伝子医療部門連絡会議細則 
 

第 1章 役員の選任 
1. 常任理事・監事・理事長は選挙によって選任する。立候補者が定数を越えない場合は、選挙は実施

しない。立候補者が定員に満たない場合は、理事会による推薦により選任する。 
2. 常任理事は任期終年の 3月末までの立候補者を対象に 4月末までに機関会員による選挙によって選

任する． 
3. 理事長は選任された常任理事の中から 5 月末までの立候補者を対象に、常任理事による選挙で選任

する。 
4. 監事は，常任理事以外による 5 月末までの立候補者を対象に、常任理事による選挙で選任する。立

候補者が定数を越えない場合は、選挙は実施しない。立候補者が定員に満たない場合は、理事会に
よる推薦により選任する。 

5. 大会理事は、担当する会議の前年の 6 月までに理事会で決定し、総会で報告。大会理事は常任理事、
理事長、監事が兼任することが可能である。 

6. 事務局長は, 理事会において決定し、総会で報告する。 
7. 役員は、下記の維持機関会員の施設に所属する個人とする。 
 
第 2章 維持機関会員 
維持機関会員の要件は下記のいずれかを満足する施設とする 
 1）大学病院等の医育機関 

2）国立高度医療機関 
 3）臨床遺伝専門医制度・研修施設 
 4）臨床遺伝専門医制度・研修施設となることを計画中の病院 
 5）認定遺伝カウンセラー養成施設 
 6）遺伝子医療に組織的に取り組んでいる病院 
 
第 3章 個人参加の要件 
大会への個人参加の要件は下記のいずれかを満足するものとし、事前に理事会の承認を得る 
 1）遺伝子医療部門と関係のある者 
 2）遺伝子医療の提供に関係のある者 

 （遺伝学的検査関係者，遺伝カウンセリング担当者，等） 
 
第 4章 事務局 
事務局は信州大学医学部附属病院遺伝子医療研究センター とするが，運営事務局は下記とする． 

運営事務局： 株式会社成進社印刷（担当：北原修） 
長野県松本市深志 2-8-13 
TEL.0263-32-2301 FAX.0263-36-4691 
E-mail: zeniden@seisin.cc 

 
第 5章 総会、大会 
1） 原則として，総会，大会は毎年10月から11月までに開催する． 
2) 総会、大会の取り纏めを行う大会理事を前年の６月までに理事会で決定する． 
3)  8月末までに通常総会、大会のプログラムを決定する． 
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4) 大会は、原則として講演、代表者ワークショップ、総合討論で構成する． 
5) 2か月前までに，維持機関へのプログラム送付および維持機関からの参加者登録受付を開始する。
プログラムを連絡会議ＨＰに公開し，個人参加申込受付を開始する。後援３学会にプログラム情報を送
付，各学会ＨＰへの掲載を依頼する． 
6) 1か月前に，参加者登録を締切る 
7)  通常総会には各部門の代表者１名のみが出席し，会務等についての議決を行なう． 
8) 代表者ワークショップのコーディネータは理事会で決定する．また，コーディネータは記録係を指
名する.  
9)  代表者ワークショップにおいては，「遺伝子医療部門」の代表者が討論の中核を担い，その他の出
席者は，オブザーバーとして参加することを原則とする．しかし，実際の議事の進め方については，コ
ーディネータに一任する． 
10） 連絡会議の討論内容はテープおこしをし，報告書に記載する．翌年3月までに大会の報告書を維持
機関に郵送するとともにＨＰに公開する 
 
第 6章 年間活動内容 
1）「本会は大学病院及びその他の医療機関の遺伝子医療部門の連携を保ち，学術的・社会的事柄に関す
る情報交換，並びに構成員相互の意見交換を図り，もって遺伝子医療（遺伝カウンセリング，遺伝学的
検査等）の発展に寄与することを目的とする．」という会則に則った活動を行う． 
2）連絡会議の開催，および連絡会議報告書の作成 
3）各種調査の企画・実施，および他機関の行う調査への協力 
4）国，厚生労働省，文部科学省，学会，諸団体等への働きかけ 
5）報告書，HP等による広報活動（新「遺伝医学系統講義」DVD 貸出事業を含む） 
 
第 7章 担当役員（担当理事） 
役員の担当業務を下記に定める. 
1) 大会講演者の調整 
2) 大会代表者ワークショップコーディネータの調整 
3) 大会個人参加者の確認 
4) 維持機関会員の検討 
5) アンケート実施依頼、リンク依頼の検討 
6) 3)-5)については、担当理事確認の後、メール理事会へ諮問する。1 週間以内に異論のない場合は承

認されたものとみなす。 
 
第 8章 委員会 
年間活動の推進のために下記の委員会を設置する。委員長は理事会で定める。 
1) 遺伝子医療実施施設検索システム委員会 
2) GeneReviews Japan委員会 
3) Actionability Working Group-Japan委員会 
4) NGSD（次世代スーパードクター育成）プロジェクト支援委員会 
5) HP 担当 
その他、必要に応じた委員会を設置することができる。 
 
第 9章 顧問 
円滑な運営のために、本会に顧問をおくことができる。 
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第 1章 役員の選任 
1. 常任理事・監事・理事長は選挙によって選任する。立候補者が定数を越えない場合は、選挙は実施

しない。立候補者が定員に満たない場合は、理事会による推薦により選任する。 
2. 常任理事は任期終年の 3月末までの立候補者を対象に 4月末までに機関会員による選挙によって選

任する． 
3. 理事長は選任された常任理事の中から 5 月末までの立候補者を対象に、常任理事による選挙で選任

する。 
4. 監事は，常任理事以外による 5 月末までの立候補者を対象に、常任理事による選挙で選任する。立

候補者が定数を越えない場合は、選挙は実施しない。立候補者が定員に満たない場合は、理事会に
よる推薦により選任する。 

5. 大会理事は、担当する会議の前年の 6 月までに理事会で決定し、総会で報告。大会理事は常任理事、
理事長、監事が兼任することが可能である。 

6. 事務局長は, 理事会において決定し、総会で報告する。 
7. 役員は、下記の維持機関会員の施設に所属する個人とする。 
 
第 2章 維持機関会員 
維持機関会員の要件は下記のいずれかを満足する施設とする 
 1）大学病院等の医育機関 

2）国立高度医療機関 
 3）臨床遺伝専門医制度・研修施設 
 4）臨床遺伝専門医制度・研修施設となることを計画中の病院 
 5）認定遺伝カウンセラー養成施設 
 6）遺伝子医療に組織的に取り組んでいる病院 
 
第 3章 個人参加の要件 
大会への個人参加の要件は下記のいずれかを満足するものとし、事前に理事会の承認を得る 
 1）遺伝子医療部門と関係のある者 
 2）遺伝子医療の提供に関係のある者 

 （遺伝学的検査関係者，遺伝カウンセリング担当者，等） 
 
第 4章 事務局 
事務局は信州大学医学部附属病院遺伝子医療研究センター とするが，運営事務局は下記とする． 

運営事務局： 株式会社成進社印刷（担当：北原修） 
長野県松本市深志 2-8-13 
TEL.0263-32-2301 FAX.0263-36-4691 
E-mail: zeniden@seisin.cc 

 
第 5章 総会、大会 
1） 原則として，総会，大会は毎年10月から11月までに開催する． 
2) 総会、大会の取り纏めを行う大会理事を前年の６月までに理事会で決定する． 
3)  8月末までに通常総会、大会のプログラムを決定する． 
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4) 大会は、原則として講演、代表者ワークショップ、総合討論で構成する． 
5) 2か月前までに，維持機関へのプログラム送付および維持機関からの参加者登録受付を開始する。
プログラムを連絡会議ＨＰに公開し，個人参加申込受付を開始する。後援３学会にプログラム情報を送
付，各学会ＨＰへの掲載を依頼する． 
6) 1か月前に，参加者登録を締切る 
7)  通常総会には各部門の代表者１名のみが出席し，会務等についての議決を行なう． 
8) 代表者ワークショップのコーディネータは理事会で決定する．また，コーディネータは記録係を指
名する.  
9)  代表者ワークショップにおいては，「遺伝子医療部門」の代表者が討論の中核を担い，その他の出
席者は，オブザーバーとして参加することを原則とする．しかし，実際の議事の進め方については，コ
ーディネータに一任する． 
10） 連絡会議の討論内容はテープおこしをし，報告書に記載する．翌年3月までに大会の報告書を維持
機関に郵送するとともにＨＰに公開する 
 
第 6章 年間活動内容 
1）「本会は大学病院及びその他の医療機関の遺伝子医療部門の連携を保ち，学術的・社会的事柄に関す
る情報交換，並びに構成員相互の意見交換を図り，もって遺伝子医療（遺伝カウンセリング，遺伝学的
検査等）の発展に寄与することを目的とする．」という会則に則った活動を行う． 
2）連絡会議の開催，および連絡会議報告書の作成 
3）各種調査の企画・実施，および他機関の行う調査への協力 
4）国，厚生労働省，文部科学省，学会，諸団体等への働きかけ 
5）報告書，HP等による広報活動（新「遺伝医学系統講義」DVD 貸出事業を含む） 
 
第 7章 担当役員（担当理事） 
役員の担当業務を下記に定める. 
1) 大会講演者の調整 
2) 大会代表者ワークショップコーディネータの調整 
3) 大会個人参加者の確認 
4) 維持機関会員の検討 
5) アンケート実施依頼、リンク依頼の検討 
6) 3)-5)については、担当理事確認の後、メール理事会へ諮問する。1 週間以内に異論のない場合は承

認されたものとみなす。 
 
第 8章 委員会 
年間活動の推進のために下記の委員会を設置する。委員長は理事会で定める。 
1) 遺伝子医療実施施設検索システム委員会 
2) GeneReviews Japan委員会 
3) Actionability Working Group-Japan委員会 
4) NGSD（次世代スーパードクター育成）プロジェクト支援委員会 
5) HP 担当 
その他、必要に応じた委員会を設置することができる。 
 
第 9章 顧問 
円滑な運営のために、本会に顧問をおくことができる。 
 

全国遺伝子医療部門連絡会議　役員�
2024-2025 年度（2024 年 7 月〜 2026 年 6 月） 役員

理事長：小崎 健次郎

理事

　常 任 理 事 ： 井本 逸勢、小杉 眞司、鈴森 伸宏、高田 史男、 
平沢 　晃、蒔田 芳男、三宅 秀彦

　大会長理事：櫻井 晃洋、

監事：中山 智祥、吉田 雅幸

事務局長：古庄 知己

第 24回（2026 年）全国遺伝子医療部門連絡会議（開催予定）

大 会 長： 古庄知己 
（信州大学医学部遺伝医学教室 教授）

開催期日： 2026 年 11 月 29 日（日）

開催会場／オンライン

※詳細は決まり次第ホームページに掲載いたします。




